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で
は
、
初
め
に
小
野
日
刀
保
会
長
が
、

次
に
深
海
全
刀
商
理
事
長
が
、
続
い

て
来
賓
の
代
表
者
が
次
々
に
神
殿
に

向
か
い
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
鎮
祭
終
了
後
は
、
両
国
第
一
ホ

テ
ル
に
会
場
を
移
し
、
祝
賀
式
典
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
山
本
亨

墨
田
区
長
か
ら
も
祝
辞
が
寄
せ
ら
れ
、

慶
祝
ム
ー
ド
高
ま
る
式
典
を
後
に
、

深
海
理
事
長
と
私
は
心
地
よ
く
帰
路

に
就
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
地
鎮
祭
の
取
材
に
先
立
っ

て
、
日
刀
保
の
柴
原
専
務
理
事
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

柴
原
氏
は
長
年
宮
内
庁
に
奉
職
さ

れ
て
か
ら
、
日
刀
保
の
専
務
理
事
に

就
任
し
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

博
物
館
の
移
転
先
と
し
て
い
く
つ
か

の
候
補
地
を
回
っ
た
中
で
、
第
一
希

望
で
あ
っ
た
旧
安
田
庭
園
が
建
設
地

に
決
ま
っ
た
と
き
の
喜
び
を
お
話
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

交
通
の
便
も
良
く
、
外
国
か
ら
の

訪
問
者
も
訪
れ
や
す
い
。
世
界
に
向

け
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
地
で
刀
剣

　

去
る
七
月
六
日
、
新
刀
剣
博
物
館

予
定
地
（
墨
田
区
・
両
国
公
会
堂
跡

地
）
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人
日

本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
（
以
下
、
日

刀
保
）
に
よ
る
地
鎮
祭
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
お
招
き
を
い

た
だ
い
た
当
組
合
の
深
海
信
彦
理
事

長
に
同
行
し
、
取
材
を
お
許
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

昨
夜
来
の
雨
が
や
み
、
さ
ほ
ど
暑

く
も
な
く
、
ま
ず
ま
ず
の
お
天
気
に

恵
ま
れ
て
午
前
十
一
時
、
神
事
は
始

ま
り
ま
し
た
。

　

日
刀
保
か
ら
は
小
野
裕
会
長
・
柴

原
勤
専
務
理
事
・
志
塚
徳
行
常
務
理

事
・
福
本
富
雄
常
務
理
事
ら
役
員
の

方
々
が
出
席
さ
れ
、来
賓
と
し
て
公
益

財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
か

ら
河
端
照
孝
特
別
相
談
役
が
ご
出
席
、

ま
た
、
槇
総
合
計
画
事
務
所
・
槇
文

彦
代
表
取
締
役
、
戸
田
建
設
・
今
井

雅
則
代
表
取
締
役
社
長
ら
多
く
の
関

係
者
も
お
祝
い
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
は
降
神
の
儀
、
祝
詞
奏
上
、
鍬

入
の
儀
と
順
調
に
進
み
、
玉
串
奏
奠

新
刀
剣
博
物
館
の
地
鎮
祭
を
挙
行

　

   

開
館
は
平
成
29
年
９
月

刀剣博物館の新築工事予定地で挙行された地鎮祭

田
章
政
侯
の
邸
宅
と
な
り
、
次
い
で

安
田
善
次
郎
氏
の
所
有
と
な
り
ま
し

た
。
氏
の
没
後
の
大
正
十
一
年
、
東

京
市
に
寄
付
さ
れ
、
関
東
大
震
災
、

太
平
洋
戦
争
を
経
て
、
東
京
都
か
ら

墨
田
区
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
、
全

面
的
改
修
を
行
い
復
元
、
旧
安
田
庭

園
と
し
て
開
放
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

庭
園
は
、
刀
剣
博
物
館
完
成
後
も
墨

田
区
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
公
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

付
近
を
歩
い
て
み
る
と
、
交
差
点

を
渡
っ
て
目
に
入
る
の
は
両
国
国
技

館
、
裏
手
に
は
江
戸
東
京
博
物
館
が

…
。
す
ご
い
立
地
で
す
。
私
個
人
と

し
て
も
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

　

開
館
後
は
、
今
ま
で
の
十
倍
も
二

十
倍
も
の
お
客
さ
ま
が
訪
れ
る
名
所

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
刀
を
扱
う

者
と
し
て
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ

り
ま
せ
ん
。
刀
は
日
本
人
が
誇
れ
る

文
化
財
だ
と
い
う
こ
と
を
、
世
界
中

に
発
信
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

�

（
生
野

　
正
）

文
化
を
広
め
た

い
と
考
え
た
そ

う
で
す
。
若
い

愛
刀
家
が
増
え

て
く
る
こ
と
に

も
期
待
し
た
い

し
、
そ
の
方
々

に
ぜ
ひ
と
も
一

振
の
刀
を
持
っ

て
ほ
し
い
、
と

も
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
耐

震
性
に
優
れ
た

建
物
に
な
る
わ

け
で
す
か
ら
、

よ
り
安
全
で
快

適
な
展
示
が

可
能
で
す
。
国

宝
・
重
要
文
化
財
級
の
刀
剣
も
こ
の

よ
う
な
環
境
の
中
で
皆
さ
ま
に
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い

と
の
お
言
葉
で
し
た
。

　

新
博
物
館
は
来
年
の
夏
ご
ろ
に
完

成
し
て
、
九
月
に
開
館
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
上
三
階
建
て
、
高
さ

一
六
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
床
面
積
二
六

〇
〇
㎡
、
敷
地
面
積
は
約
二
〇
〇
〇

㎡
で
す
。
一
階
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ

ー
ル
の
ほ
か
、
地
域
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

情
報
ラ
ウ
ン
ジ
、
カ
フ
ェ
、
研
修
室

と
講
堂
が
設
け
ら
れ
、
二
階
は
受
付

と
事
務
室
、
会
議
室
、
収
蔵
室
な
ど

に
な
り
ま
す
。
三
階
が
展
示
室
と
展

示
倉
庫
で
す
。

　

設
計
は
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
、
京

都
国
立
博
物
館
、
幕
張
メ
ッ
セ
な
ど

を
手
が
け
た
世
界
的
な
建
築
家
、
槇

文
彦
氏
で
す
。
工
事
は
戸
田
建
設
が

請
け
負
い
ま
す
。

　

周
り
を
見
渡
す
と
、
美
し
い
日
本

庭
園
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は

明
治
維
新
後
、
旧
備
前
岡
山
藩
主
池

新刀剣博物館の完成予想図（合成写真）
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警
察
庁
を
訪
問
し
、組
合
活
動
を
報
告

①
刀
剣
博
物
館
展
示

　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
を
も

っ
て
代
々
木
で
の
展
示
は
終
了
す
る
。

平
成
二
十
九
年
秋
に
両
国
・
新
刀
剣
博

物
館
に
お
い
て
展
示
再
開
の
予
定
。

②
審
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

平
成
二
十
九
年
の
審
査
申
請
受
付

は
、
刀
剣
は
三
月
、
刀
装
・
刀
装
具
は

四
月
で
い
っ
た
ん
休
止
す
る
。
同
年
十

月
の
刀
装
・
刀
装
具
審
査
か
ら
受
付
を

再
開
す
る
。
受
付
日
程
は
十
月
二
日
㈪

か
ら
四
日
㈬
ま
で
の
三
日
間
を
予
定
。

平
成
二
十
九
年
の
重
要
刀
剣
等
審
査
の

受
付
は
、
十
月
第
二
週
の
十
日
㈫
か
ら

十
二
日
㈭
ま
で
の
三
日
間
を
予
定
し
て

い
る
。

　

な
お
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
の
刀

剣
審
査
の
受
付
は
、
六
日
㈪
か
ら
八
日

㈬
ま
で
の
三
日
間
で
、
申
請
数
の
制
限

を
予
定
し
て
い
る
。
具
体
的
な
制
限
方

法
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら

せ
す
る
。

③�

定
例
鑑
賞
会
、
日
本
刀
鑑
賞
マ
ナ
ー

講
座
、
講
師
派
遣
、
刀
剣
の
貸
与

　

い
ず
れ
も
平
成
二
十
九
年
六
月
ま
で

実
施
し
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
に
再

開
す
る
。

④
平
成
二
十
九
年
新
作
名
刀
展

　

通
常
の
通
り
、
平
成
二
十
九
年
四
月

　

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
が
主
催
す

る
「
大
刀
剣
市
２
０
１
６
」
は
秋
深
ま

る
十
一
月
十
八
日
㈮
～
二
十
日
㈰
の
三

日
間
、
東
京
・
新
橋
の
東
京
美
術
倶
楽

部
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。
例
年
通
り
、

産
経
新
聞
社
お
よ
び
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ 

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
両
社
に
ご
後
援
い
た
だ

い
て
お
り
、
心
強
い
限
り
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
企
画
と
し
て
、
三
階
重
文

室
で
は
、
今
年
と
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
に
ち
な
ん
だ
「
真
田
丸
と
井
伊

直
虎
の
時
代
の
刀
」
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
四
階
会
場
で
は
、
恒
例
の
「
我

が
家
の
お
宝
鑑
定
会
」
を
連
日
午
後
に

開
催
し
ま
す
。
受
付
は
随
時
と
し
、
当

組
合
の
理
事
が
お
客
さ
ま
の
要
望
に
応

え
、
納
得
の
い
く
よ
う
対
応
し
ま
す
。

　

同
じ
く
四
階
で
は
全
日
本
刀
匠
会
の

協
力
を
得
て
「
現
代
刀
匠
に
よ
る
銘
切

り
実
演
」
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
カ
タ
ロ
グ
制
作
は
実
行
委
員

会
の
担
当
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
鋭
意
進
め

ら
れ
て
お
り
、
十
月
初
旬
に
は
皆
さ
ま

の
お
手
元
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
も
昨
年
同
様
、
十
月
二
十
三
日

の
組
合
交
換
会
終
了
後
に
事
前
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
出
店
関
係
者
に
全
日

本
刀
匠
会
の
担
当
者
も
交
え
、
少
し
の

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
な
い
よ
う
、
準

備
万
端
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
清
水
儀
孝
）

に
出
品
を
受
付
け
、
表
彰
式
を
開
催
す

る
。
展
示
に
つ
い
て
は
、
先
に
巡
回
展

を
開
催
し
、
秋
の
新
博
物
館
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
展
示
と
し
て
、
刀
剣
研
磨
・
外

装
技
術
発
表
会
と
と
も
に
開
催
す
る
。

⑤
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
発
表
会

　

平
成
二
十
九
年
は
従
来
よ
り
一
カ
月

早
く
、
十
月
二
日
㈪
か
ら
四
日
㈬
に
出

品
を
受
け
付
け
、
展
示
は
新
作
名
刀
展

と
同
時
開
催
す
る
。

⑥
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
研
修
会

　

通
常
よ
り
早
く
、
平
成
二
十
九
年
七

月
末
か
ら
八
月
初
め
に
開
催
す
る
。

⑦
刀
職
技
能
訓
練
講
習
会

　

例
年
通
り
開
催
す
る
。

⑧
作
刀
技
術
実
地
研
修
会

　

例
年
通
り
開
催
す
る
。

⑨
村
下
養
成
講
座

　

例
年
通
り
開
催
す
る
。

⑩
伝
位
審
議
会

　

平
成
二
十
九
年
は
九
月
の
審
議
会
は

中
止
す
る
。

⑪『
刀
剣
美
術
』
誌
の
発
行

　

通
常
通
り
発
行
す
る
。

⑫
資
料
室
の
利
用

　

平
成
二
十
九
年
三
月
ま
で
利
用
で
き

る
。
四
月
よ
り
休
室
。

※�

な
お
、
具
体
的
な
日
程
等
は
工
事
の
進
行
状

況
に
よ
り
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

刀
剣
博
物
館
移
転
に
よ
る

諸
事
業
の
休
止
等
に
つ
い
て

第
29
回「
大
刀
剣
市
」は
11
月
18
～
20
日
に
開
催

　

出
店
者
事
前
説
明
会
は
10
月
23
日

日刀保より
お知らせ

酒井会長
　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
二
十
四
年

度
か
ら
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
た
小
野

裕
氏
に
代
わ
っ
て
酒
井
忠
久
氏
が
会
長

理
事
に
就
任
し
た
と
発
表
し
た
。

　

酒
井
氏
は
旧
荘
内
藩
主
酒
井
家
の
第

十
八
代
当
主
。
昭
和
二
十
一
年
生
ま
れ

の
七
十
歳
。
現
在
、
公
益
財
団
法
人
致

道
博
物
館
館
長
の
ほ
か
、
同
本
間
美
術

館
理
事
・
同
山
形
美
術
館
評
議
員
・
同

荘
内
育
英
会
評
議
員
・
学
校
法
人
羽
黒

学
園
理
事
・
松
ヶ
岡
開
墾
場
総
長
・
荘

内
銀
行
取
締
役
な
ど
の
役
職
に
就
か
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
去
る
六
月
、
任
期
満
了
に
伴

う
評
議
員
の
選
任
が
行
わ
れ
、
二
十
名

が
就
任
し
た
。
任
期
は
平
成
三
十
二
年

度
の
定
時
評
議
員
会
ま
で
と
な
る
。

日
刀
保
会
長
に
酒
井
忠
久
氏
が
就
任

　

七
月
十
四
日
、
今
期
の
執
行
部
役
員

の
挨
拶
と
一
年
の
組
合
活
動
の
報
告
を

兼
ね
て
、
警
察
庁
へ
清
水
専
務
理
事
、

服
部
常
務
理
事
と
筆
者
が
伺
い
ま
し
た
。

生
活
安
全
局
生
活
安
全
企
画
課
の
仲
山

博
隆
課
長
補
佐
、
牧
野
孝
広
警
部
、
谷

口
宣
男
警
部
に
お
目
に
か
か
り
ま
し
た
。

　

組
合
活
動
の
報
告
を
し
ま
す
と
、
昨

今
の
刀
剣
女
子
ブ
ー
ム
を
新
聞
等
で
目

に
し
て
、
実
際
に
は
ど
う
な
の
か
、
ま

た
「
大
刀
剣
市
」
の
最
近
の
傾
向
な
ど

に
つ
い
て
も
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
刀
剣
市
に
来
場
す
る
男
女
の
比
率

に
つ
い
て
、
ブ
ー
ム
の
影
響
で
女
性
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
会
場

に
警
察
庁
監
修
の
『
や
さ
し
い
刀
』
を

置
き
、
銃
刀
法
の
重
要
性
を
認
識
し
て

も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

刀
剣
の
知
識
に
乏
し
く
、
価
値
の
あ

ま
り
わ
か
ら
な
い
者
ま
で
が
、
一
定
の

買
い
取
り
の
条
件
を
満
た
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
や
み
く
も
な
営
業
を
し

て
い
る
不
安
な
現
状
に
対
処
す
る
た

め
、
現
在
組
合
が
計
画
し
て
い
る
刀
剣

評
価
鑑
定
士
の
認
定
事
業
に
つ
い
て
も

報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
製
作
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

問
題
集
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
古

物
営
業
法
関
連
の
問
題
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
る
た
め
に
、
認
定
制
度
に
も
ご
期

待
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

刀
剣
評
価
鑑
定
士
の
資
格
認
定
事
業

が
担
う
役
割
は
、
多
く
の
民
間
団
体
が

行
っ
て
い
る
各
種
資
格
よ
り
も
重
く
、

生
命
の
安
全
と
文
化
財
の
保
護
に
大
き

く
関
わ
る
も
の
で
す
。

　

ナ
イ
フ
を
使
っ
た
昨
今
の
凶
悪
犯
罪

は
、
一
瞬
に
し
て
数
十
人
の
命
を
奪
っ

て
い
ま
す
。
事
件
の
発
生
す
る
度
に
銃

刀
法
が
改
定
さ
れ
、
関
連
す
る
条
例
等

が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

の
内
容
は
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
の

が
実
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
組
合
は
設
立
以
来
、
刀
剣
を
通
し

て
古
物
営
業
法
や
銃
刀
法
を
社
会
に
正

し
く
伝
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
刀
剣
評
価
鑑
定
士
認
定
事
業

は
、
法
令
の
趣
旨
を
一
層
正
確
に
浸
透

さ
せ
て
い
く
一
翼
を
担
っ
て
行
け
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

　

こ
の
度
、
警
察
庁
で
古
物
関
連
の
業

務
を
担
当
さ
れ
て
い
る
お
三
方
と
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
誠
に

有
意
義
で
し
た
。
今
後
も
本
事
業
の
進

展
に
合
わ
せ
、
そ
の
都
度
ご
相
談
申
し

上
げ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。�

（
嶋
田
伸
夫
）

氏　名 屋　号

朝倉　忠史 ㈱永和堂

芦澤　一幸 静心堂 芦澤

安東　孝恭 ㈱安東貿易

飯田　慶久 飯田高遠堂

飯塚　賢路 刀剣・古美術飯塚

五十嵐啓司 ㈲濃州堂

稲留　修一 ㈱舟山堂

伊波　賢一 ㈱日本刀剣

今津　敦生 儀平屋

大西　康一 大和美術刀剣

大西　孝男 大西美術刀剣

大西　敏之 刀剣 武蔵野

大平　岳子 勝武堂

小畠　　昇 秀美堂

金丸　一三 ㈱金丸刀剣店

川島　貴敏 銀座 泰文堂

木村由利子 ㈱永楽堂

木村　義治 木村美術刀剣店

草分　一雄 古美術 草分堂

熊倉　 勇 刀剣 大東美術

栗原　春吉 ㈲栗原金庫製作所

黒川　精吉 霜剣堂・黒川

黒川　宏明 筑前刀剣堂

小暮　昇一 江州屋刀剣店

齋藤　 恒 銀座 盛光堂

齋藤　雅稔 やしま

坂田　哲之 刀剣 坂田

佐孝　宗則 ㈱紀の国屋

佐藤　　均 刀剣佐藤
「倉敷刀剣美術館」

猿田　慎男 ㈱むさし屋

柴田　和男 ㈱日本刀 柴田

柴田　光隆 ㈱刀剣柴田

嶋田　伸夫 古美術刀剣 山城

清水　敏行 大宮 清水商会

清水　儀孝 ㈱晴雅堂 清水

生野　 正 銀座誠友堂

氏　名 屋　号

新堀　孝道 新堀美術刀剣

杉田　侑司 刀剣 杉田

鈴木　雅一 平成名刀会

瀬下　昌彦 銀座丸英

髙島　吉童 刀剣 髙吉

髙橋　歳夫 真玄堂

田澤　二郎 ㈱日宝

田名網 守 田名網美術刀剣

田中　勝憲 ㈱城南堂古美術店

玉山　真敏 玉山名史刀

綱取　譲一 福隆美術工芸

土肥　豊久 ㈱和敬堂

中永　 潔 ㈲聚楽

中川　正則 刀剣美術 中川

籏谷　大輔 日本刀 籏谷

籏谷　三男 刀剣 はたや

服部　暁治 服部美術店

ヒューズ・ロバート 慶長堂

平子　誠之 イー・ソード

深津　尚樹 尚佳洞

深海　信彦 ㈱銀座長州屋

福岡　勇仁 ㈱三明貿易 刀剣徳川

藤田　一男 神田 藤古堂

松川浩一郎 古美術 成蹊堂

松原　正勝 恵那秋水会

松本　義行 ㈱美術刀剣 松本

三浦　優子 優古堂

村上　昌弘 刀剣古美術
京都むらかみ

村上和比子 ㈱コレクション情報

冥賀　吉也 つるぎの屋

持田　具宏 もちだ美術

森野　幸男 刀剣ギャラリー樹林

山本　一郎 刀友会

横山　忠司 札幌 横山美術

吉井　唯夫 大阪刀剣会 吉井
（五十音順）

が
十
分
に
行
き
届
か
な
い
中
、
両
社
で

は
工
場
の
瓦
礫
を
片
付
け
て
大
量
の
缶

詰
を
発
掘
し
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た

方
々
に
差
し
上
げ
た
そ
う
で
す
。
こ
の

缶
詰
は
そ
の
後「
発
掘
缶
」と
名
付
け
ら

れ
、
全
国
各
地
の
復
興
支
援
会
場
で
販

売
さ
れ
、復
興
に
役
立
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
缶
詰
を
で
き
る
だ
け
多
く

求
め
、
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
復
興
支
援
ゴ
ル
フ
コ
ン
ぺ

は
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
ど
な
た
に
も

支
援
は
で
き
る
こ
と
が
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
併
せ

て
、
当
組
合
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
大
刀
剣
市
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

復
興
は
い
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
石

巻
市
の
港
町
が
以
前
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
す
こ
と
を
組
合
員
一
同
、
切
に
願
っ

て
い
ま
す
。�

（
嶋
田
伸
夫
）

　

来
る
十
一
月
十
八
～
二
十
日
、東
京
美

術
倶
楽
部
で
開
催
す
る「
大
刀
剣
市
」が

『
報
知
新
聞
』に
写
真
付
き
で
掲
載
さ
れ
、

最
も
早
い
事
前
告
知
と
な
り
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
で
初

代
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
と
し
て
知
ら
れ
る

佐
山
聡
さ
ん
か
ら
の
呼
び
か
け
。
東
日

本
大
震
災
で
多
大
な
被
害
の
あ
っ
た
東

北
の
復
興
支
援
の
た
め
に
、
共
に
何
か

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
と
、
組
合
に
相

談
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

佐
山
さ
ん
は
、
初
代
タ
イ
ガ
ー
マ
ス

ク
基
金
を
設
立
し
、
恵
ま
れ
な
い
子
供

た
ち
の
支
援
や
慈
善
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
活
動

実
績
を
積
ん
で
お
ら
れ
る
方
で
す
。

　

窓
口
を
深
海
理
事
長
に
お
願
い
し
、

協
議
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
復
興
支

援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が

開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
六

月
八
日
、
静
岡
・
川
奈
ゴ
ル
フ
富
士

コ
ー
ス
に
佐
山
さ
ん
ほ
か
十
五

名
の
組
合
員
有
志
が
集
い
ま
し

た
。

　

コ
ン
ペ
の
景
品
は
、
宮
城
県

石
巻
市
の
「
木
の
屋
石
巻
水

産
」
と
「
本
田
水
産
」か
ら
購

入
し
た
缶
詰
。

　

震
災
直
後
、
ま
だ
支
援
物
資

「
大
刀
剣
市
」を
事
前
告
知

復
興
支
援
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
と
も
に

初代タイガーマスクの佐山聡さん

出 店 者 一 覧
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刀
剣
等
を
扱
う
業
者
は
古
物
商
許
可

証
を
取
得
し
て
い
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の

で
あ
っ
て
、
そ
の
ほ
か
に
何
が
必
要
で

あ
ろ
う
か
、
と
い
う
考
え
の
人
は
多
い
。

多
い
と
い
う
よ
り
、
今
ま
で
は
す
べ
て

の
業
者
が
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
特
段
不

便
を
感
じ
ず
、
信
用
上
も
取
引
上
も
何

も
問
題
は
な
く
、
何
十
年
間
も
資
格
な

ど
と
は
関
係
な
し
に
商
売
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
。
業
界
で
は
そ
れ
が
当
た
り
前

で
あ
り
、
個
々
の
事
業
者
の
個
人
的
信

用
は
ど
の
よ
う
な
資
格
に
も
勝
り
、
刀

剣
等
の
評
価
鑑
定
に
長
け
、
古
物
営
業

法
・
銃
刀
法
も
そ
れ
な
り
に
理
解
し
て

い
れ
ば
、
何
の
不
自
由
も
感
じ
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
資
格
社
会
が
進
化
し
て
何

業
に
も
資
格
制
度
が
制
定
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
む
し
ろ
経
験
と
信
用
の
み

が
頼
り
の
事
業
者
・
業
界
は
少
数
派
と

な
っ
て
し
ま
う
。
現
代
社
会
に
お
い
て

は
何
十
年
間
の
実
績
と
信
用
を
誇
る
業

者
と
、
経
験
と
知
識
と
実
績
は
浅
い
が

民
間
の
立
派
な
肩
書
を
売
り
物
に
し
て

い
る
業
者
は
、
少
な
く
と
も
ネ
ッ
ト
上

で
は
見
分
け
が
つ
か
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
、
や
が
て
ネ
ッ
ト
以
外
の
通
常
の
取

引
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
は
顕
著
に
な

っ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
個
々
の
実
績
と
信
用
度
は

取
引
し
て
み
な
い
限
り
わ
か
ら
な
い
が
、

誰
に
で
も
設
立
可
能
で
安
易
に
取
得
可

能
な
民
間
資
格
で
も
、
公
的
資
格
に
類

似
の
名
称
で
あ
れ
ば
、
そ
の
肩
書
だ
け

で
多
く
の
信
用
を
得
る
こ
と
が
可
能
な

社
会
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
業
界
が
刀
剣
等
を
売
買
す
る
資
格

制
度
な
ど
を
等
閑
に
付
し
て
い
る
間
に
、

資
格
社
会
の
到
来
に
敏
感
な
業
者
は
、

肩
書
を
背
景
に
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る

の
が
現
状
と
言
え
る
。
そ
れ
は
決
し
て

悪
い
こ
と
で
は
な
く
、
頭
の
良
い
人
が

事
業
に
成
功
し
て
い
る
の
は
古
今
東
西

何
の
不
思
議
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
組
合
も
時
代
の
求
め
る
制

度
を
作
っ
て
波
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な

く
、
将
来
に
備
え
よ
う
と
い
う
の
が

「
刀
剣
評
価
鑑
定
士
」
の
資
格
認
定
事

業
の
狙
い
で
も
あ
ろ
う
。

　

こ
の
事
業
の
効
用
は
他
に
も
多
く
の

波
及
効
果
を
生
じ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

現
在
は
大
ま
か
な
輪
郭
造
り
の
段
階
で
、

や
が
て
素
案
が
ま
と
ま
り
、
具
体
化
し

て
い
く
に
つ
れ
、
多
く
の
内
外
の
意
見

を
聞
い
て
誰
も
が
納
得
で
き
る
制
度
に

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

事
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず

し
も
全
員
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る

と
は
限
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
企
業
・
団

体
・
機
関
も
、
新
た
な
事
業
展
開
に
つ

い
て
は
賛
否
両
論
も
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

何
も
し
な
い
人
ほ
ど
非
難
の
声
を
上
げ

る
の
は
世
の
常
で
あ
る
。
事
業
が
実
行

さ
れ
、
そ
の
成
功
の
果
実
を
得
る
の
は

賛
否
す
べ
て
の
組
合
員
で
あ
る
が
、
企

画
・
立
案
・
実
行
す
る
人
は
常
に
一
名

乃
至
数
名
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
努
力

が
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
も
、
顕
彰
さ

れ
る
こ
と
も
な
い
の
が
組
合
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
時
々

に
お
い
て
、
全
力
を
挙
げ
て
組
合
の
た

め
に
尽
力
し
た
一
握
り
の
人
々
の
奉
仕

の
連
鎖
に
よ
っ
て
今
日
の
組
合
が
あ
る

こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
一
人
で
こ
の
組
合
の
設

立
を
呼
び
か
け
た
当
時
四
十
七
歳
の
故

荒
勢
英
一
氏
（
の
ち
理
事
長
）
に
最
初

か
ら
賛
同
す
る
人
は
き
わ
め
て
少
な
く
、

荒
勢
氏
が
組
合
の
拠
点
と
な
る
刀
剣
会

館
を
建
て
よ
う
と
黒
川
精
吉
氏
（
の
ち

理
事
）、
城
所
稔
氏
（
の
ち
専
務
理
事
）

の
助
力
を
得
て
、
個
人
の
主
催
と
し
て

は
当
時
全
国
初
の
現
金
立
替
払
い
の
交

換
会
を
始
め
た
時
も
、
な
か
な
か
業
界

の
総
意
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

組
合
設
立
前
の
実
績
作
り
に
と
朝
倉

万
幸
氏
（
の
ち
理
事
長
）
ら
に
呼
び
か

け
、
故
柴
田
光
男
氏
（
の
ち
理
事
長
）

を
首
座
に
頂
い
て
の
刀
剣
等
の
審
査
機

関
「
鑑
定
倶
楽
部
」
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
荒
勢
氏
の
信
念
と
努
力
が

実
っ
て
組
合
設
立
直
前
に
は
交
換
会
の

手
数
料
収
入
も
溜
ま
り
、
故
山
崎
昭
氏

（
の
ち
常
務
理
事
）
ら
の
協
力
を
得
て
、

現
在
の
組
合
事
務
所
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の

購
入
が
実
現
し
た
。

　

設
立
後
は
、故
齋
藤
光
興
氏（
の
ち
副

理
事
長
）が
中
心
と
な
っ
て
現
在
の「
大

刀
剣
市
」の
前
身
と
な
る「
刀
剣
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
」「
刀
剣
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が

大
手
町
の
サ
ン
ケ
イ
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。
組
合
員
数
は
現
在
よ
り
二
割
程
度

多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
店
者
は

二
十
数
店
舗
と
少
な
く
、
担
当
者
は
大

い
に
苦
労
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時

こ
れ
に
尽
く
し
た
人
は
数
名
で
、
無
論

手
弁
当
で
、
た
だ
奉
仕
の
た
め
に
自
分

自
身
の
時
間
を
割
く
の
み
で
あ
っ
た
。

　

今
日
ま
で
連
綿
と
発
行
さ
れ
て
い
る

『
全
刀
商
』
誌
も
飯
田
一
雄
氏
（
の
ち
理

事
長
）
が
編
集
主
幹
で
創
刊
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
平
成
三
年
に
初
版
さ
れ
警

察
庁
編
集
協
力
を
受
け
版
を
重
ね
て
い

る
『
や
さ
し
い
か
た
な
』
や
、
平
成
八

年
に
国
家
公
安
委
員
長
よ
り
承
認
さ
れ

官
報
に
も
告
示
さ
れ
た
組
合
員
証
と
組

合
員
プ
レ
ー
ト
も
、
報
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
一
部
の
人
の
尽
力
の
賜
物
で
あ
る
。

　

ま
た
今
日
で
は
、
ご
く
当
た
り
前
の

よ
う
に
東
京
美
術
倶
楽
部
で
組
合
の
月

例
交
換
会
が
行
わ
れ
、
年
に
一
度
「
大

刀
剣
市
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
当

時
の
組
合
に
と
っ
て
美
術
業
界
の
殿
堂

で
あ
る
美
術
倶
楽
部
を
利
用
で
き
る
こ

と
は
夢
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
現
実

の
も
の
と
な
っ
た
の
は
偏
に
髙
橋
歳
夫

氏
（
の
ち
専
務
理
事
）
の
尽
力
に
負
う

も
の
で
あ
る
。

　

髙
橋
氏
は
ま
た
、
購
入
し
た
組
合
事

務
所
の
資
産
価
値
が
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル

の
崩
壊
に
よ
っ
て
激
減
し
、
当
然
な
が

ら
金
融
機
関
に
は
多
額
の
支
払
債
務
が

残
っ
て
い
た
当
時
、
交
換
会
運
営
の
先

頭
に
立
ち
、
遂
に
は
組
合
の
信
用
を
失

う
こ
と
な
く
そ
の
手
数
料
収
入
を
も
っ

て
債
務
の
全
額
返
済
に
こ
ぎ
つ
け
た
立

役
者
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
組
合
は
三
十
年
間
に

わ
た
っ
て
そ
の
時
々
の
実
力
者
の
奉
仕

の
精
神
に
よ
っ
て
運
営
が
継
続
さ
れ
て

い
る
が
、
振
り
返
っ
て
み
て
、
た
め
に

な
る
こ
と
は
残
り
、
必
要
の
な
い
も
の

は
自
然
に
淘
汰
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
宗
教
も
最
初
は
異
端
で
あ
り
、
法

も
元
は
無
法
で
あ
る
。
地
球
は
動
い
て

い
る
と
の
説
は
ま
さ
に
驚
天
動
地
で
あ

り
、
何
事
に
お
い
て
も
創
設
、
始
動
に

は
大
変
な
辛
苦
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

で
あ
る
。

　

組
合
が
、
現
代
の
社
会
に
お
い
て
職

業
と
し
て
他
業
種
と
互
角
に
渡
り
合
う

た
め
に
は
、
社
会
の
求
め
る
制
度
を
採

り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
て
、

誰
に
も
褒
め
ら
れ
る
こ
と
な
く
感
謝
さ

れ
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
組
合
の

た
め
に
努
力
を
重
ね
た
先
輩
方
の
苦
労

に
比
べ
れ
ば
、
こ
の
程
度
の
事
業
の
実

現
を
困
難
に
思
っ
て
い
て
は
申
し
訳
な

い
。
組
合
は
当
初
よ
り
奉
仕
の
連
鎖
で

継
続
し
て
お
り
、
そ
れ
が
途
絶
え
れ
ば

停
滞
し
、
さ
ら
に
消
滅
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。

　

先
人
が
整
え
て
く
れ
た
環
境
の
も
と
、

こ
の
仕
事
を
天
職
と
す
る
な
ら
ば
、
何

も
功
績
を
語
ら
な
い
多
く
の
方
々
を
見

習
っ
て
こ
の
資
格
認
定
事
業
を
成
功
さ

せ
る
の
は
、
現
在
の
組
合
員
の
務
め
で

あ
ろ
う
。
後
に
至
っ
て
誰
に
も
感
謝
さ

れ
な
く
て
も
い
い
で
は
な
い
か
。
自
分

が
生
業
と
す
る
こ
の
業
界
の
社
会
的
地

位
が
向
上
し
、「
刀
屋
」
が
今
以
上
に

社
会
に
認
知
さ
れ
る
な
ら
ば
。
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本
紙
に
は
最
近
、
刀
剣
評
価
鑑
定
士

の
資
格
認
定
制
度
が
し
ば
し
ば
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

刀
剣
商
の
中
に
は
既
に
刀
と
は
別
の

分
野
で
「
○
○
士
」
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
大
多
数

の
組
合
員
に
と
っ
て
は
人
生
初
め
て

の
「
士
」
の
公
的
資
格
取
得
の
機
会
が

訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
検
定
試
験

に
つ
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
、
組
合
員
に
と
っ
て
大
い
に
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　

公
的
資
格
試
験
と
言
え
ば
、
司
法
試

験
が
真
っ
先
に
浮
か
び
、
次
が
公
認
会

計
士
試
験
で
す
。
難
関
を
突
破
す
れ
ば

晴
れ
て
「
士
」
が
名
乗
れ
る
わ
け
で
す
。

　

小
生
若
か
り
し
こ
ろ
、
右
の
資
格
試

験
よ
り
は
る
か
に
や
さ
し
い
と
思
い
込

み
、
不
動
産
鑑
定
士
な
る
資
格
を
取
得

し
て
順
風
満
帆
に
い
こ
う
と
考
え
、
就

職
部
の
先
生
を
訪
ね
た
と
こ
ろ
、「
考

え
が
甘
い
」
と
一
蹴
さ
れ
た
苦
い
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

　

一
時
期
、
新
聞
の
折
込
広
告
な
ど
で

資
格
取
得
の
た
め
の
通
信
講
座
や
テ
キ

ス
ト
の
購
入
が
盛
ん
に
勧
め
ら
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
は
っ
き
り
思
い
出

せ
ま
せ
ん
が
、
定
番
の
英
語
や
漢
字
検

定
の
ほ
か
、
栄
養
士
・
イ
ラ
ス
ト
・
宅

地
建
物
取
引
・
防
火
管
理
な
ど
だ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
詐
欺
ま
が
い
の
広
告
も

あ
り
、
資
格
取
得
を
熱
望
す
る
者
が
多

い
い
の
に
つ
け
こ
ん
で
金
銭
の
搾
取
を

狙
っ
た
よ
う
で
す
。
資
格
取
得
願
望
は

若
い
年
代
層
に
多
い
の
で
、
巧
妙
な
詐

欺
の
手
口
を
見
抜
け
ず
、
被
害
に
遭
っ

た
方
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

自
分
の
こ
と
を
棚
に
上
げ
て
言
わ
せ

て
も
ら
え
れ
ば
、
若
者
よ
、「
士
」
で

な
く
「
志
」
を
目
指
せ
、
で
す
ね
。

　

そ
し
て
、
近
年
の
超
高
齢
化
社
会
に

な
っ
て
、
申
し
子
の
よ
う
に
現
れ
た
の

が
介
護
福
祉
士
、
そ
れ
に
遺
品
整
理
士

で
す
。
片
や
公
的
資
格
、
一
方
は
民
間

資
格
の
違
い
が
あ
り
ま
す
が
。

　

も
ち
ろ
ん
当
組
合
の
刀
剣
評
価
鑑
定

士
は
公
的
資
格
で
あ
り
、
中
堅
刀
剣
商

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
刀
剣

商
に
こ
の
資
格
取
得
は
必
須
で
す
。

　

さ
て
、
資
格
検
定
試
験
問
題
は
ど
の

よ
う
な
内
容
な
の
か
。
一
般
社
会
に
出

て
か
ら
、
お
よ
そ
試
験
な
る
も
の
に 

縁
の
な
い
人
々
が
対
象
な
の
で
、
そ
こ

は
い
ろ
い
ろ
配
慮
し
た
も
の
に
な
る
よ

う
で
す
。
運
転
免
許
試
験
が
法
令
・
学

科
・
実
技
と
あ
る
よ
う
に
、
刀
剣
評
価

鑑
定
士
の
問
題
も
、

①�

法
令
（
古
物
営
業
法
・
銃
砲
刀
剣
類

所
持
等
取
締
法
な
ど
の
理
解
度
）

②�

学
科
（
刀
剣
・
刀
装
具
・
甲
冑
な
ど

の
知
識
・
鑑
識
力
）

③�

実
技
（
鍛
刀
・
研
磨
・
諸
工
作
の
知

識
・
理
解
度
を
問
う
の
み
で
、
実
地

試
験
は
な
し
）

　

の
三
部
門
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
は
各
委
員
が
担
当
部
門
の
設
問

例
を
提
出
し
、
委
員
会
で
設
問
形
式
の

選
定
、
問
題
例
の
精
査
、
難
易
度
の
判

断
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が

ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
監
督
官
庁
や

関
係
団
体
に
提
出
し
、
助
言
と
監
修
を

仰
ぐ
予
定
で
す
。
受
検
用
の
参
考
書
や

問
題
集
も
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
と
気
が
つ
く
と
、
自
身
の
担
当
し

た
法
令
設
問
集
の
作
成
に
携
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
、
古
物
営
業

法
な
ど
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
一
番
興

味
の
湧
く
の
は
③
の
設
問
で
す
。
ど
ん

な
問
題
が
出
て
く
る
か
、
想
像
で
き
な

い
か
ら
で
す
。

　

法
令
や
条
例
も
逐
次
改
正
が
あ
る
よ

う
に
、
設
問
の
内
容
に
も
改
定
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
毎
年
、
新
し
い
メ
ン
バ

ー
が
委
員
会
に
加
わ
る
こ
と
で
、
新
し

い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
注
入
さ
れ
、
ま
す
ま

す
充
実
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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趣
味
と
ま
で
は
言
え
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
昔
か
ら
カ
メ
ラ
撮
影
が
好

き
で
す
。

　

小
学
校
高
学
年
の
こ
ろ
、
父
が
旅
行

用
に
持
っ
て
い
た
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
の

メ
カ
ニ
カ
ル
さ
に
魅
了
さ
れ
、
フ
ィ
ル

ム
を
入
れ
ず
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
な

が
ら
、
こ
こ
を
回
せ
ば
、
こ
の
数
値
を

上
げ
る
と
、
な
ど
と
想
像
し
な
が
ら
空

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
て
い
ま
し
た
。

　

風
景
写
真
を
撮
る
の
が
好
き
に
な
り
、

旅
行
に
行
く
度
に
重
た
い
一
眼
レ
フ
を

首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
、
相
当
量
の
フ
ィ
ル

ム
も
余
ら
す
こ
と
な
く
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

押
し
続
け
、
帰
っ
て
き
た
ら
き
た
で
、

写
真
の
整
理
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
、
十
一
月
に
開
か
れ
る

「
大
刀
剣
市
」
の
図
録
用
の
作
品
の
撮

影
が
、
出
店
者
自
身
に
よ
る
撮
影
場
所

へ
の
予
約
と
持
ち
込
み
に
変
わ
り
ま
し

た
。
個
人
的
に
撮
っ
た
デ
ー
タ
で
も
よ

い
と
い
う
こ
と
で
、
な
じ
み
の
カ
メ
ラ

ス
タ
ジ
オ
に
連
絡
す
る
と
、
何
と
先
生

が
や
め
ら
れ
て
お
り
、
撮
影
が
で
き
な

い
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
東
京

に
予
約
し
よ
う
に
も
、
撮
影
予
定
の
作

品
自
体
が
生
ぶ
で
出
て
き
た
も
の
で
、

研
ぎ
も
ギ
リ
ギ
リ
間
に
合
う
か
ど
う
か

と
い
う
最
悪
の
状
態
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
皆
さ
ん
が
ご
自

身
で
き
れ
い
に
刀
身
を
撮
っ
て
い
る
の

を
思
い
出
し
、
一
度
真
剣
に
撮
っ
て
み

る
か
と
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ジ
オ
の
撮
影
現
場
を
思
い
出
し

な
が
ら
、
ま
ず
黒
バ
ッ
ク
紙
を
引
き
、

刀
剣
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
済
ま
せ
、
さ

て
次
は
何
を
し
た
ら
い
い
の
や
ら
。

　

ご
存
じ
の
通
り
、
刀
の
撮
影
は
難
し

い
。
刀
身
自
体
が
鏡
の
ご
と
く
反
射
す

る
し
、
何
か
ら
何
ま
で
映
り
込
み
ま

す
。
し
か
し
、
今
は
撮
っ
た
ら
す
ぐ
に

パ
ソ
コ
ン
で
、
し
か
も
超
ア
ッ
プ
で
確

認
が
で
き
る
、
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
技
術

が
便
利
に
進
ん
で
い
る
の
を
過
信
し
な

が
ら
進
め
ま
し
た
。

　

が
、
撮
影
す
る
に
も
三
脚
以
外
の
機

材
が
何
も
な
い
状
態
で
、
光
源
は
カ
メ

ラ
に
付
い
て
い
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
み
。

こ
れ
で
は
一
番
見
て
ほ
し
い
刀
身
に
反

射
し
て
、
素
人
写
真
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
仕
方
な
く
店
に
あ

る
ス
ッ
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

か
き
集
め
、
品
物
を
包
む

薄
用
紙
を
フ
ィ
ル
タ
ー
の

代
わ
り
に
し
な
が
ら
、
こ

こ
で
も
な
い
、
こ
の
位

置
な
ら
大
丈
夫
と
何
度
も

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
の
ぞ
き

な
が
ら
動
か
し
、
横
に
あ

っ
た
鎧
の
櫃
に
固
定
し
た

り
、
適
当
な
板
に
コ
ピ
ー

用
紙
を
貼
り
付
け
て
レ
フ

板
に
代
用
し
た
り
と
、
狭

い
店
の
三
階
で
悪
戦
苦
闘

で
す
。

　

取
り
あ
え
ず
セ
ッ
ト
完

了
し
て
、
試
し
撮
り
を
す
る
と
、
刃
文

は
出
て
い
な
い
、
切
先
と
ナ
カ
ゴ
が
暗

い
、
刀
身
の
地
に
自
分
の
頭
が
、
つ
い

で
に
天
井
の
ク
ー
ラ
ー
ま
で
映
り
込
ん

で
、
ま
あ
出
来
の
悪
い
写
真
で
ボ
ツ
の

一
枚
に
。
気
を
取
り
直
し
、
調
整
し
て

は
試
し
撮
り
の
繰
り
返
し
で
、
少
し
は

見
ら
れ
る
も
の
が
で
き
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
番
で
す
。
光
量
不
足
で
映

り
に
シ
ャ
ー
プ
さ
が
な
か
っ
た
で
す

が
、
刀
身
と
拵
を
二
作
品
分
撮
影
し
終

え
ま
し
た
。
送
っ
た
デ
ー
タ
が
、「
こ

れ
で
は
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
で
す
よ
」

の
連
絡
も
な
い
の
で
、
少
し
安
心
で
す
。

　

い
や
、
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
、
こ
れ
か

ら
が
本
番
で
し
た
。「
大
刀
剣
市
」
の

図
録
に
載
る
ん
だ
っ
た
。

　

次
回
撮
影
す
る
と
き
は
機
材
を
揃
え
、

も
っ
と
刀
の
魅
力
で
あ
る
美
し
さ
、
シ

ャ
ー
プ
さ
を
出
せ
る
よ
う
に
努
力
し
ま

す
の
で
、
今
回
の
図
録
は
少
し
甘
い
目

で
見
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

�

カ
メ
ラ
小
僧
？

カ
メ
ラ
小
僧
？吉

井 

唯
夫
（
大
阪
刀
剣
会
）

❽

埼
玉
県
所
沢
市
編

　

今
日
の
俺
の
行
き
先
は
埼
玉
県
所
沢

市
。
稲
城
市
立
病
院
前
で
い
つ
も
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
仲
間
た
ち
と
別
れ
、
北

上
。
東
京
都
を
横
断
す
る
形
で
所
沢
の

航
空
公
園
へ
。

　

以
前
「
コ
レ
ク
タ
ー
紹
介
」
に
出
て

い
た
だ
い
た
調
所
一
郎
氏
が
顧
問
を
務

め
る
、
他
流
派
が
裸
足
で
逃
げ
出
す
と

い
う
天
を
突
く
構
え
の
薬
丸
自
顕
流
顕

彰
会
の
皆
さ
ん
の
公
園
で
の
練
習
を
訪

ね
る
。
氏
を
訪
ね
た
あ
の
日
、
葉
を
落

と
し
た
欅
の
長
い
影
法
師
、
枯
れ
た
芝

と
美
し
か
っ
た
公
園
の
風
景
は
殺
人
的

な
日
差
し
、
湿
気
を
帯
び
た
熱
風
と
ウ

ン
ザ
リ
す
る
も
の
に
一
転

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

剣
士
た
ち
は
そ
れ
が
さ
ら

に
厳
し
く
な
る
午
後
二
時

に
集
ま
っ
て
く
る
。

　

佐
藤
重
治
師
範
代
に
俺

か
ら
外
野
な
が
ら
提
案
さ

せ
て
も
ら
っ
た
の
は
、
日

曜
日
の
一
番
お
い
し
い
時

間
を
家
族
と
過
ご
せ
る
よ

う
、
夏
だ
け
で
も
朝
に
繰

り
上
げ
て
は
ど
う
か
と
い

う
こ
と
と
、
月
曜
日
に
疲

れ
を
残
さ
な
い
た
め
の
ア

ミ
ノ
酸
飲
料
。

　

今
回
目
に
付
い
た
の

は
、
十
二
歳
の
少
年
剣
士
の
参
加
だ
。

母
親
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
の
中
で
木
刀

を
振
っ
て
い
た
。
そ
の
少
年
に
「
サ
ボ

る
と
必
ず
そ
の
ツ
ケ
は
自
分
に
回
っ
て

く
る
ぞ
」
と
熱
い
言
葉
を
送
る
先
輩
、

丁
寧
に
型
を
解
説
す
る
佐
藤
師
範
代
、

そ
し
て
そ
れ
ら
す
べ
て
を
無
言
で
見
守

り
、
ゆ
っ
く
り
と
範
を
示
し
、
皆
に
確

認
さ
せ
て
い
る
和
田
博
温
総
師
範
と
い

う
光
景
だ
。

　

総
師
範
の
名
前
を
ロ
ー
マ
字
で
書
く

とW
ADA

。
リ
オ
五
輪
を
前
に
、
ロ
シ

ア
選
手
団
と
そ
の
組
織
的
ド
ー
ピ
ン
グ

に
立
ち
は
だ
か
っ
た
競
技
界
の
倫
理
の

砦
と
同
じ
に
な
る
。

　

師
範
の
名
前
が
名
前
だ
け
に
、
剣
士

た
ち
と
薬
物
は
接
点
が
あ
る
は
ず
が
な

い
が
、
俺
の
好
き
な
自
転
車
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
界
は
ド
ー
ピ
ン
グ
が
蔓
延
し
て
い

る
。
ベ
ル
ナ
ー
ル･

イ
ノ
ー
選
手
の
ツ

ー
ル･

ド･

フ
ラ
ン
ス
四
回
総
合
優
勝
、

グ
レ
ッ
グ･

レ
モ
ン
選
手
の
ツ
ー
ル
飛

び
石
三
連
覇
、
俺
は
彼
ら
を
神
々
の
領

域
の
選
手
た
ち
と
思
っ
て
い
る
が
、
二

〇
〇
〇
年
代
に
ツ
ー
ル
七
連
覇
の
怪
物

が
出
て
き
た
。

　

そ
の
ラ
ン
ス･

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ

選
手
の
驚
異
の
成
績
は
、
実
は
組
織
ぐ

る
み
の
ド
ー
ピ
ン
グ
が
も
た
ら
し
た
も

の
。
す
べ
て
の
タ
イ
ト
ル
と
五
輪
の
メ

ダ
ル
の
剝
奪
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
撤
退
と

裁
判
…
、
す
べ
て
の
自
転
車
競
技
者
と

フ
ァ
ン
に
与
え
た
ダ
メ
ー
ジ
は
計
り
知

れ
な
い
。

　

刀
剣
業
界
に
ド
ー
ピ
ン
グ
は
無
縁
だ

ろ
う
か
。
も
し
、
人
脈
・
接
待
・
リ
ベ

ー
ト
・
圧
力
で
指
定
書
の
取
得
を
試
み

た
り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
上
げ
を
試
み
商
売

に
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
間

違
い
な
く
ド
ー
ピ
ン
グ
。
検
査
も
罰
則

も
な
い
だ
け
に
、
商
人
の
良
心
だ
け
が

問
わ
れ
る
現
状
だ
。

　

俺
だ
っ
た
ら
少
年
剣
士
に
こ
う
伝
え

る
。「
不
正
は
自
分
に
ツ
ケ
が
回
っ
て

く
る
ど
こ
ろ
か
、
自
分
の
良
心
を
苦
し

め
、
周
り
も
巻
き
込
む
」
と
。

　

折
し
も
今
日
は
七
月
二
十
四
日
、
第

百
三
回
ツ
ー
ル･

ド･

フ
ラ
ン
ス
最
終
日
。

銀
輪
の
一
団
が
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
に
凱

旋
し
て
く
る
。
し
か
し
、
昨
日
は
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
で
テ
ロ
。
無
事
で
終
わ
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
だ
。

　

ち
な
み
に
、
俺
の
勧
め
た

AJINOM
OTO

さ
ん
の
ア
ミ
ノ
バ
イ

タ
ル
は
、
ド
ー
ピ
ン
グ
で
は
な
い
。

�

（
綱
取
譲
一
）

和田博温総師範（右）と佐藤重治師範代（左）に囲まれて

刀剣業界の情報紙である本紙では、記事を募集しています。ニュースや催事情報、イベント・リポート、ブック・レビュー、随筆・意見・感想など、何でも結構です。
写真も添えてください。組合員・賛助会員以外の方も歓迎です。ただし、採否は編集委員会に諮り、紙面の関係で編集させていただくことがあります。

７月１日　銀座刀剣倶楽部会場にて『刀剣
界』第30号編集委員会を開催（再校）。
出席者、深海理事長・冥賀副理事長・清
水専務理事・服部常務理事・赤荻理事・
嶋田理事・生野理事・瀬下理事・綱取理
事・松本理事・持田理事・木村監事・木
村隆志氏・土子民夫氏

１日　銀座刀剣倶楽部会場にて「大刀剣市」
実行委員会を開催。出席者、深海理事長・
冥賀副理事長・清水専務理事・服部常務
理事・赤荻理事・嶋田理事・生野理事・
瀬下理事・綱取理事・松本理事・持田理
事・木村監事・木村氏・土子氏

５日　「大刀剣市」出店者への案内発送
６日　新刀剣博物館新築工事地鎮祭に深海

理事長と生野理事が出席
８日・11日　組合事務所にて「大刀剣市」

カタログ用写真撮影
14日　清水専務理事・服部常務理事・嶋田

理事が警察庁生活安全企画課を訪問、仲
山警視・牧野警部・谷口警部と面談

17日　東京美術倶楽部にて組合交換会を開
催。参加37名、出来高10,943,500円

17日　東京美術倶楽部にて理事懇談会を開
催し、「大刀剣市」について協議。深海理
事長・猿田副理事長・冥賀副理事長・清
水専務理事・伊波常務理事・服部常務理
事・赤荻理事・嶋田理事・生野理事・瀬
下理事・綱取理事・土肥理事・吉井理事

17日　東京美術倶楽部にて『刀剣界』第31
号編集委員会を開催（企画）。出席者、
深海理事長・冥賀副理事長・伊波常務理
事・服部常務理事・赤荻理事・生野理事・
瀬下理事・土肥富康氏・玉山真敏氏・土
子氏

21日・22日・28日・29日　組合事務所にて
「大刀剣市」カタログ用写真撮影

８月８日　清水専務理事と生野理事が公益
財団法人日本美術刀剣保存協会を訪問
し、酒井忠久新会長に挨拶

９日　組合事務所にて「大刀剣市」カタロ
グ編集会議を開催（掲載順・ページ取り）。
出席者、冥賀副理事長・服部常務理事・
生野理事・持田理事・土子氏・同美印刷
２名

23日　東京美術倶楽部にて組合交換会を開
催。参加38名、出来高8,071,500円

23日　東京美術倶楽部にて『刀剣界』第31
号編集委員会を開催（初校）。出席者、
深海理事長・冥賀副理事長・伊波常務理
事・服部常務理事・赤荻理事・嶋田理事・
生野理事・瀬下理事・綱取理事・松本理
事・持田理事・大平将広氏・土肥氏・土
子氏。終了後、慰労会を開催

組合こよみ
（平成28年7～8月）

　『全刀商誌』発行も25回がたち、時の速さに驚く。
　『刀剣界』発行、資格検定に関わる新事業への取り組
みなど、時代に沿った未来への足場を築き成長する姿に
敬意を抱き、及ばずながら共に歩みたい。
　さて、現体制になった平成20年代初期は、長きに渡り
デフレ経済に苦しんでいた日本に少し明るさが見え始め
ながら、未曽有の震災被害が再び日本を襲った頃。バブ
ル崩壊後約20年間、刀剣ほか各種美術品、不動産の価値
観が変わる大きな爪痕を残した。
　少子高齢化も謳われる中、日本の国民総生産＝GDPは
先進国中唯一上昇がなく、愛刀家団体も会員数は減少。
その影響を感じ刀剣需要にも危機感があった。
　しかし少子高齢化ゆえ、愛刀家が減る認識は誤りであ
る。「失われた20年」と言われた最中も、日本の人口は、
太古より2010年の約1億2,000万人まで、1945年の終戦時
以外増え続けており、人口減と愛刀家減は結びつかな
い。デフレと言われる単価減が、人口微増でもGDPを上
げられなかったか？　追及は他の機会にしたい。なお人
口統計は、為替レートや市況相場、経済指標等の研究が
進んでも予想が外れることが多い中、その予想推移に狂
いはないそうだ。では何が減少感を生んだか。たぶん人
口が増えていたのに愛刀家が育たなかった、もしくは離
れていったのだろう。この先はどうなるのだろうか？
　残念ながら日本国は人口ピークを過ぎたようだ。今ま
での増加カーブとほぼ同じ角度で減少していき、2050年
には約9,700万人を予想している。
　一方で近年、商売に手応えを感じている方もいると思
う。外国人による日本文化への根強い憧れ、時代劇人気
の復権、ネット取引、そして切り口は違うかもしれない
が、刀剣文化がアニメやゲームから形を変え、若者、特
に女性の心に響いている。アニメは地道な継続が実を結
び、ゲームは博物館展示計画を動かした。刀剣に憧れる
家族の良き理解者となるよう切望し、力強い「刀剣男
子」の増殖を熱望する。
　地球規模で、統計はないが愛刀家人口は増えているの
ではないだろうか。継続は力なり。地道ながら広い視野
で、業界の地位向上に努めなくてはと思う。

伊波 賢一

悪戦苦闘の跡
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ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
が
幸
せ
に
し
て
く
れ
た

16第 回

●
信
州
上
田

大
西 

芳
生

ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
が
幸
せ
に
し
て
く
れ
た

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」

は
、
お
お
む
ね
好
評
で
視
聴
率
も
な
か

な
か
良
い
ら
し
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
か

わ
が
家
で
は
あ
ま
り
評
判
が
良
く
な
い
。

　

三
谷
幸
喜
の
脚
本
に
堺
雅
人
、
大
泉

洋
、
さ
ら
に
草
刈
正
雄
と
来
れ
ば
、
い

や
が
上
に
も
期
待
が
膨
ら
む
の
だ
が
、

三
谷
色
を
出
せ
ば
出
す
ほ
ど
そ
れ
を
邪

魔
に
感
じ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
の

演
出
が
、
今
ま
で
大
河
ド
ラ
マ
を
敬
遠

し
て
い
た
新
し
い
視
聴
者
を
掘
り
起
こ

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
む
げ
に
否
定

も
で
き
な
い
。

　

信
州
上
田
市
は
、
長
野
県
の
東
部
に

位
置
す
る
中
核
都
市
で
あ
る
。
古
く
か

ら
京
都
と
東
北
地
方
を
結
ぶ
東
山
道
の

拠
点
と
し
て
栄
え
、
交
通
の
要
衝
で
あ

っ
た
。
大
和
時
代
に
は

く
に
の
み
や
つ
こ

国
造
が
こ
の
地

に
派
遣
さ
れ
、
信
濃
国
の
政
治
・
文
化

の
中
心
地
に
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。
奈
良
時
代
に
は
国
分
寺
が
建
立

さ
れ
、
信
濃
国
で
最
初
の
国
府
が
置
か

れ
た
地
と
さ
れ
て
い
る
。

　

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
北
条
氏
が
居
を

構
え
、
鎌
倉
の
仏
教
文
化
を
花
咲
か
せ

た
。
日
本
で
唯
一
の
国
宝
八
角
三
重
塔

を
は
じ
め
、
今
で
も
多
く
の
歴
史
的
建

造
物
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

上
田
の
名
が
全
国
に
と
ど
ろ
い
た
の

は
戦
国
時
代
で
あ
り
、
真
田
氏
の
武
勇

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
上
田
城
を
築

い
た
真
田
昌
幸
は
、
圧
倒
的
戦
力
差
の

あ
る
徳
川
軍
を
二
度
も
退
け
、
子
の
真

田
幸
村
も
、
大
坂
夏
の
陣
で
徳
川
家
康

の
本
陣
に
迫
っ
て
お
り
、
家
康
を
最
も

恐
れ
さ
せ
た
知
将
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

私
は
昭
和
四
十
年
代
に
上
田
に
生
ま

れ
、
高
校
ま
で
を
上
田
の
城
下
町
で
過

ご
し
た
。
小
学
生
の
低
学
年
ご
ろ
に
放

送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
人
形
劇
「
真
田
十

勇
士
」
は
、
上
田
の
子
供
た
ち
の
心
に

火
を
付
け
た
。
真
田
十
勇
士
と
は
真
田

幸
村
を
助
け
た
と
さ
れ
る
十
人
の
精
鋭

家
臣
団
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
架
空
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

　

ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
電
話
は
も
ち
ろ
ん

な
く
、
漫
画
本
で
す
ら
ま

ず
買
っ
て
も
ら
え
な
か
っ

た
時
代
、
学
校
に
行
け
ば

友
達
と
、
前
日
に
放
映
さ

れ
た
真
田
十
勇
士
の
話
題

に
夢
中
に
な
っ
た
。
一
番

人
気
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
猿
飛
佐
助
で
あ
る
。
娯

楽
の
少
な
い
時
代
に
お
い

て
、
佐
助
は
真
田
幸
村
以

上
に
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
少

年
た
ち
の
心
を
つ
か
ん
で

い
た
の
で
あ
る
。

　

上
田
城
内
の
真
田
井
戸

は
、
裏
手
の
太
朗
山
ま
で

続
く
抜
け
道
で
あ
る
と
祖

父
に
教
え
ら
れ
、
十
勇
士

た
ち
が
こ
の
抜
け
道
を
使

っ
て
活
躍
す
る
場
面
を
想

像
し
て
心
を
躍
ら
せ
て
い

た
。

　

高
校
生
の
と
き
に
は
、
池
波
正
太
郎

原
作
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
太

平
記
』
が
放
映
さ
れ
た
。
真
田
幸
村
の

役
に
は
草
刈
正
雄
、
兄
の
真
田
信
幸
に

は
渡
瀬
恒
彦
、
そ
し
て
父
真
田
昌
幸
の

役
は
丹
波
哲
郎
で
あ
っ
た
。
紺
野
美
紗

子
演
じ
る
稲
姫
の
美
し
さ
は
鮮
烈
で
あ

り
、
こ
の
個
性
の
強
い
四
人
の
ヒ
ー
ロ

ー
像
は
、
高
校
生
の
心
の
中
に
強
く
刻

ま
れ
た
。
永
遠
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
る
佐

助
も
、
作
中
の
重
要
な
役
と
し
て
登
場

す
る
。

　

こ
の
時
代
の
上
田
っ
子
は
、
あ
る
意

味
幸
せ
で
あ
る
。
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
高
速
道
路
や
新
幹
線
が
通
る
ま
で
、

上
田
は
言
わ
ば
陸
の
孤
島
で
あ
っ
た
。

周
り
を
山
で
囲
わ
れ
、
ど
こ
へ
行
く
に

も
峠
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
半
閉
鎖
的
な
都
市
は
七
〇

年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
真
田

と
い
う
ヒ
ー
ロ
ー
像
に
よ
っ
て
常
に
誇

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

真
田
十
勇
士
は
あ
く
ま
で
も
架
空
の

存
在
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
ス
タ
ー
性

の
高
さ
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
い
や
す

さ
か
ら
、
今
で
も
多
く
の
舞
台
が
演
じ

ら
れ
、
新
し
く
映
画
も
封
切
ら
れ
る
。

田
舎
の
小
さ
な
大
名
で
あ
り
な
が
ら
も
、

真
田
幸
村
や
十
勇
士
の
逸
話
は
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
の
よ
う
に
私
の
心
に
刷
り
込
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
が
何
と
な

く
気
に
入
ら
な
い
訳
は
、
少
年
時
代
に

刷
り
込
ま
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
像
と
、
少
し

コ
ミ
カ
ル
な
三
谷
ワ
ー
ル
ド
と
の
間
に
、

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
い
る
か
ら
か
も
し

れ
な
い
。

刀
剣
・
宝
飾
品
・
高
級
腕
時
計
・ダ
イ
ヤ

紀
伊
国
屋

〒
３
７
２
–
０
８
１
２

群
馬
県
伊
勢
崎
市
連
取
町
一
八
三
六
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
二
七
○
–
二
六
–
七
七
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
○
二
七
○
–
二
六
–
八
八
七
八

代
表松
浦 

孝
子

　

七
月
九
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
、

熱
田
神
宮
に
お
い
て
刀
剣
と
そ
の
製
作

技
術
の
奉
納
が
行
わ
れ
た
。
毎
年
、
七

夕
に
近
い
日
を
選
び
行
わ
れ
て
き
た
奉

納
は
、
今
年
で
十
九
回
を
数
え
る
恒
例

行
事
で
あ
る
。

　

熱
田
神
宮
刀
剣
並
び
に
鍛
錬
・
研

磨
・
白
鞘
・
ハ
バ
キ
技
術
奉
納
奉
賛
会

（
以
下
、
熱
田
神
宮
刀
剣
奉
納
奉
賛
会
）

は
、
高
山
武
士
会
長
の
主
導
の
も
と
、

作
り
上
げ
た
刀
剣
と
そ
の
技
術
を
奉
納

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
刀
と
い
う

日
本
の
文
化
を
後
世
に
伝
承
す
る
と
い

う
趣
意
で
奉
納
を
続
け
て
き
た
。
熱
田

神
宮
の
本
殿
前
、
つ
ま
り
草
薙
の
御
剣

の
御
神
前
で
行
わ
れ
る
こ
の
奉
納
は
、

昨
今
の
需
要
に
合
わ
せ
た
、
い
わ
ゆ
る

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
的
な
公
開
鍛

錬
で
は
な
く
、
刀
と
真
摯
に
向
き
合
い

奉
納
す
る
と
い
う
神
事
の
一
つ
な
の
で

あ
る
。

　

奉
仕
者
で
あ
る
刀
匠
た
ち
は
、
熱
田

神
宮
の
境
内
に
参
籠
し
、
心
身
を
清
め

る
。
今
年
の
奉
納
刀
匠
に
選
ば
れ
た
石

田
四
朗
國
壽
刀
匠
（
群
馬
県
）
は
、
万

全
の
準
備
を
整
え
、
こ
の
日
に
挑
ん
だ
。

　

奉
納
刀
匠
を
支
え
る
奉
仕
者
と
し
て

福
島
県
の
藤
安
将
平
刀
匠
、
岡
山
県
の

横
井
彰
光
刀
匠
・
満
足
浩
次
刀
匠
、
愛

媛
県
の
藤
田
國
宗
刀
匠
、
埼
玉
県
の
上

畠
宗
泰
刀
匠
、
京
都
府
の
中
西
将
大
刀

匠
、
お
よ
び
そ
の
弟
子
た
ち
が
集
ま
っ

た
。

　

前
日
の
八
日
、
熱
田
神
宮
境
内
に
仮

設
の
鍛
錬
場
を
設
け
る
。
ふ
い
ご
・
火

床
・
金
床
な
ど
を
用
意
す
る
。
金
床
の

重
さ
は
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
、
扱
い

は
容
易
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
九
日
朝
八
時
、
奉
仕
者
た

ち
は
潔
斎
を
し
、
白
衣
・
白
袴
と
麻
浄

衣
に
着
替
え
、
神
職
に
導
か
れ
境
内
を

参
進
す
る
。
本
殿
に
た
ど
り
着
き
、
御

垣
内
参
拝
を
し
た
後
に
、
御
神
火
を
頂

き
、
作
刀
に
入
る
。

　

梅
雨
真
っ
盛
り
、
熱
田
の
夏
は
暑
い
。

時
折
降
る
雨
が
気
化
し
、
敷
き
詰
め
ら

れ
た
参
道
の
砂
利
か
ら
蒸
気
が
立
ち
上

る
。
水
分
補
給
を
怠
れ
ば
、
す
ぐ
に
熱

中
症
に
な
っ
て
し
ま
う
。
普
段
の
仕
事

場
と
は
ま
る
で
違
う
環
境
、
さ
ら
に
参

拝
者
に
囲
ま
れ
て
の
作
業
と
な
れ
ば
、

そ
の
緊
張
感
は
相
当
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

熱
田
神
宮
の
境
内
に
、
清
ら
か
な
鎚

音
が
こ
だ
ま
し
て
い
く
。
時
折
、
そ
の

火
花
の
激
し
さ
に

歓
声
が
沸
き
上
が

る
。
鋼
の
塊
は
刀

匠
た
ち
の
振
り
下

ろ
す
鉄
鎚
で
徐
々

に
延
ば
さ
れ
て
い

き
、
造
り
込
み
ま

で
の
工
程
を
終
え

て
、
初
日
は
無
事

に
終
了
し
た
。

　

二
日
目
。
素
延

べ
、
火
造
り
と
工

程
は
順
調
に
進

む
。
午
後
か
ら
は

神
事
の
一
環
と
し

て
、
芳
名
録
に
ご

署
名
い
た
だ
い
た

上
で
、
希
望
す
る

一
般
の
方
々
も
奉
仕
者
と
な

り
、
余
鉄
を
も
っ
て
向
鎚
に
参

加
が
で
き
る
。
毎
年
来
て
い
る

と
い
う
方
も
い
る
。
鎚
打
ち
を

し
た
後
は
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
が

清
々
し
い
表
情
を
さ
れ
る
。
今

年
は
当
会
の
副
会
長
で
、
元
プ

ロ
レ
ス
ラ
ー
の
前
田
日
明
氏
も

向
鎚
に
参
加
さ
れ
た
。

　

奉
納
向
鎚
の
音
が
響
く
中
、

石
田
刀
匠
が
少
し
離
れ
た
場
所

で
土
置
き
を
始
め
る
。
細
か
い

作
業
だ
が
、
各
刀
工
に
よ
る
差

が
目
に
見
え
て
わ
か
る
た
め
、

興
味
深
い
。

　

日
没
を
待
っ
て
、
焼
入
れ
が
行
わ
れ

た
。
厳
粛
な
空
気
の
漂
う
中
、
石
田
刀

匠
の
動
き
を
見
守
る
。
今
回
は
火
床
を

使
わ
ず
、
田
楽
で
行
う
。
闇
に
際
立
つ

の
は
、
パ
チ
パ
チ
と
弾
け
る
炭
と
、
う

ち
わ
の
音
だ
け
だ
。

　

刀
身
を
赤
め
て
か
ら
数
分
、
石
田
刀

匠
が
動
い
た
。
シ
ュ
ー
ッ
と
い
う
音
と

と
も
に
、
蒸
気
が
上
が
る
。
七
、
八
百

度
と
い
う
高
温
か
ら
急
速
冷
却
さ
れ
る
。

　

砥
石
を
当
て
、
焼
き
を
確
か
め
る
。

会
長
か
ら
講
評
が
あ
り
、
成
功
の
結
果

に
拍
手
喝
采
が
上
が
り
、
無
事
に
二
日

目
の
工
程
も
終
了
し
た
。

　

最
終
日
の
十
一
日
、
鍛
冶
押
し
、
茎

仕
立
て
の
後
、
い
よ
い
よ
銘
切
り
で
あ

る
。
日
ご
ろ
か
ら
、
特
に
新
刀
や
新
々

刀
で
あ
れ
ば
銘
ぶ
り
、
鑢
の
か
け
方
が

気
に
な
る
わ
れ
わ
れ
だ
が
、
石
田
刀
匠

は
迷
い
の
な
い
鏨
運
び
で
銘
を
切
る
。

　

す
べ
て
の
工
程
は
終
わ
っ
た
。
潔
斎

し
、
奉
仕
者
全
員
が
麻
浄
衣
に
着
替
え
、

御
垣
内
参
拝
を
済
ま
せ
、
神
楽
殿
へ
向

か
う
。
社
殿
の
中
で
は
巫
女
が
神
楽
を

踊
り
、
神
職
が
雅
楽
を
演
奏
し
、
祝
詞

を
上
げ
る
。
そ
し
て
、
三
日
間
に
渡
っ

た
奉
納
は
無
事
に
終
わ
り
を
迎
え
た
。

　

普
段
は
一
振
に
何
週
間
も
か
け
て
作

り
上
げ
る
と
い
う
の
に
、
こ
の
神
事
で

は
わ
ず
か
三
日
間
で
銘
切
り
ま
で
し
て

し
ま
う
。
八
月
に
は
、
引
き
続
き
研

磨
・
白
鞘
・
ハ
バ
キ
な
ど
の
技
術
奉
納

を
行
い
、
十
一
月
に
す
べ
て
を
仕
上
げ

本
奉
納
と
な
る
。

　

日
本
刀
が
出
来
上
が
る
ま
で
の
工
程

を
一
貫
し
て
見
学
で
き
、
一
般
の
見
学

の
方
も
ま
た
奉
仕
者
と
し
て
神
事
に
参

加
で
き
る
と
い
う
場
は
稀
有
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
日
本
刀

に
対
す
る
理
解
者
が
増
え
、
伝
統
が
守

ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

■
な
お
、
当
会
の
活
動
は
、
こ
の
奉
納

の
趣
旨
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
刀
剣

文
化
の
普
及
啓
蒙
活
動
を
ご
支
援
く
だ

さ
る
一
般
の
会
員
と
企
業
会
員
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
熱
田
神
宮
刀
剣
並
び
に
技
術
奉
納
奉

賛
会
事
務
局
・
大
平
将
広　

☎
〇
三-

三
三
八
一-

三
〇
七
一
）

草
薙
の
御
剣
の
御
神
前
で
刀
剣
と
そ
の
技
術
を
奉
納

『刀剣界』は隔月で発行しています。現在、キャンペーン中につき、ご希望の方に１年間無料でお送りしています。組合員・賛助会員以外の方で継続購読を希望される方は、
お名前・送付先・電話・メールアドレス（あれば）を書面でお知らせください。また、お知り合いで刀剣に興味のある方がいましたら、教えてあげてください。（事務局）
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少年時代の夢と勇気が詰まっている上田城

公開で行われた奉納鍛錬（横座は石田刀匠）

献納奉告に臨む奉仕者たち
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面
白
い
刀
剣
小
説
の
登
場
を
待
つ

   

歴
史
時
代
小
説
名
作
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー『
刀
剣
』

末
國
善
己 

編
集
　
中
公
文
庫
　
定
価
七
九
九
円（
税
込
）

　

ま
た
し
て
も
刀
剣
に
ま
つ
わ
る
ア
ン

ソ
ロ
ジ
ー
（
作
品
選
集
）
で
あ
る
。

　

隆
慶
一
郎
「
氷
柱
折
り
」
は
、
源
清

麿
の
架
空
の
弟
子
・
鬼
麿
の
話
で
あ
る
。

清
麿
が
長
州
萩
に
行
く
途
中
、
金
に
困

っ
て
甲
伏
せ
の
粗
製
を
五
口
残
し
て
し

ま
っ
た
の
で
、そ
れ
ら
を
探
し
出
し
、す

べ
て
折
っ
て
く
れ
と
の
清
麿
の
最
後
の

言
葉
を
聞
い
た
鬼
麿
が
、
旅
の
さ
な
か
、

そ
の
刀
剣
を
何
と
か
見
つ
け
る
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
皆
「
山
浦
環
源
正
行
」

と
銘
の
あ
る
、
表
面
的
に
は
名
刀
ば
か

り
だ
。
そ
れ
ら
を
贋
作
だ
と
決
め
つ
け
、

折
っ
て
し
ま
お
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、

よ
く
考
え
る
と
難
し
い
課
題
を
師
匠
は

死
に
際
に
弟
子
に
与
え
た
こ
と
に
な
る
。

　

実
際
に
は
、
甲
伏
せ
と
清
麿
の
鍛
刀

法
で
あ
る
四
方
詰
め
と
に
ど
れ
ほ
ど
の

差
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
し
、
鬼
麿
の

剣
法
が
据
え
物
切
り
の
型
で
生
き
て
い

る
人
間
を
惨
殺
で
き
る
ま
で
に
修
業
を

重
ね
て
い
て
、
多
数
の
敵
と
戦
う
シ
ー

ン
も
い
さ
さ
か
や
り
す
ぎ
か
と
は
思
う

が
、
と
て
も
面
白
い
小
説
で
あ
る
。

　

小
生
は
、
こ
の
「
氷
柱
折
り
」
を
含

ん
だ
『
鬼
麿
斬
人
剣
』
を
四
半
世
紀
も

前
、
刀
の
こ
と
な
ど
何
も
知
ら
ず
に
、

古
美
術
・
刀
剣
を
扱
う
杉
江
美
術
店
に

雇
っ
て
も
ら
っ
た
と
き
に
読
ん
で
い
る

の
だ
が
、
も
う
一
度
探
し
出
し
て
読
む

と
、
当
時
と
は
ま
た
違
っ
た
面
白
さ
、

興
味
が
湧
い
て
き
た
。『
鬼
麿
斬
人
剣
』

は
お
勧
め
で
す
。

　

山
本
兼
一
「
心
中
む
ら
く
も
村
正
」

は
、
徳
川
家
に
徹
底
的
に
嫌
わ
れ
る
村

正
の
話
で
あ
る
。
ま
ず
は
天
文
四
年
、

家
康
の
祖
父
清
康
が
、
二
尺
七
寸
の
村

正
の
太
刀
で
家
臣
に
斬
り
殺
さ
れ
た
。

そ
の
十
年
後
、
父
広
忠
が
、
酒
に
酔
っ
た

家
臣
に
い
き
な
り
腿
を
突
か
れ
た
。
ま
た

し
て
も
村
正
で
あ
っ
た
。
駿
河
の
今
川
家

の
人
質
と
な
っ
た
家
康
は
、
小
刀
で
怪
我

を
し
た
。
さ
し
た
る
傷
で
は
な
か
っ
た

が
、
痛
み
が
激
し
く
、
い
つ
ま
で
も
疼
い

た
。
そ
れ
も
ま
た
村
正
で
あ
っ
た
。

　

ま
だ
あ
る
。
天
正
七
年
、
家
康
の
長
男

の
信
康
が
、
織
田
信
長
か
ら
切
腹
を
命
じ

ら
れ
た
。
甲
斐
の
武
田
と
内
通
し
た
嫌
疑

で
あ
る
。
無
実
だ
っ
た
が
、
信
長
の
怒
り

は
激
し
く
、
家
康
は
泣
く
泣
く
受
け
入
れ

た
。
そ
の
介
錯
に
使
わ
れ
た
刀
剣
も
村
正

で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ら
以
来
、
徳
川
家
に
祟
る
刀
剣
と

し
て
、
村
正
は
嫌
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん

な
刀
剣
を
所
持
し
て
し
ま
っ
た
女
郎
と
御

家
人
の
物
語
で
あ
る
。

　

東
郷
隆
「
竹
俣
」
は
、
大
坂
城
落
城
で

行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
竹
俣
兼

光
」
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
そ

れ
が
上
杉
謙
信
の
伝
記
と
リ
ン
ク
し
て
い

て
面
白
い
。

　

林
不
忘
「
寛
永
相
合
傘
」
は
、
入
札
鑑

定
に
お
け
る
行
き
違
い
が
果
た
し
合
い
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
話
で
あ
る
。

　

好
村
兼
一
「
青
江
の
太
刀
」
は
、
無
銘

の
古
刀
の
価
値
に
つ
い
て
面
白
く
書
い
て

い
る
。

　

新
宮
正
春
「
秘
剣
！
三
十
六
人
斬
り
」

は
、
室
町
幕
府
十
三
代
将
軍
・
足
利
義
輝

が
、
二
条
城
に
お
い
て
松
永
久
秀
に
襲
わ

れ
、
暗
殺
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
と
き
、

所
持
し
て
い
た
名
刀
を
畳
に
突
き
刺
し
、

敵
の
血
と
脂
で
刀
が
切
れ
な
く
な
る
と
、

刀
を
取
り
替
え
て
戦
っ
た
と
い
う
話
。

　

ほ
か
に
も
柴
田
錬
三
郎
「
虎
徹
」
や
宮

部
み
ゆ
き
「
騒
ぐ
刀
」（
国
広
）
と
あ
る

の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
肝
心
の
刀

の
話
が
い
い
加
減
な
の
で
、
こ

こ
で
は
割
愛
す
る
。

　

そ
ろ
そ
ろ
現
役
で
面
白
い
刀

剣
小
説
を
書
け
る
作
家
が
出
て

こ
な
い
か
な
と
思
う
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、「
青
江
の
太
刀
」

を
書
い
た
好
村
兼
一
に
期
待
し

て
い
る
。�

（
持
田
具
宏
）

事
例
❼

　
「
お
手
元
の
登
録
証
は
無
効
で
す
。

こ
の
事
実
を
知
っ
た
時
点
か
ら
不
法
所

持
に
な
り
ま
す
か
ら
、
早
急
に
地
元
の

警
察
に
届
け
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。」

　

名
義
変
更
に
伴
い
、
こ
ん
な
手
紙
を

教
育
庁
文
化
財
保
護
係
か
ら
も
ら
っ
た

ら
、
ど
ん
な
気
分
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
刀
剣
関
係
従
業
者
で
あ
っ
て
も

か
な
り
ド
ク
ロ
な
気
分
に
な
る
。
そ
れ

が
一
般
の
人
々
、
善
意
の
名
義
変
更
届

け
出
者
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
コ
カ
イ

ン
や
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
持
っ
て
い
る
も
同

様
な
罪
を
今
自
分
は
犯
し
て
い
る
、
さ

あ
ど
う
し
よ
う
か
、
警
察
に
持
っ
て
い

く
と
ど
ん
な
目
に
遭
わ
さ
れ
る
の
だ
ろ

う
、
ガ
ク
ガ
ク
ブ
ル
ブ
ル
…
、
こ
う
な

る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
「
お
手
元
の
登
録
証
は
一
尺
二
寸
三

分
強
の
脇
指
で
す
が
、
登
録
原
票
で
は

一
尺
二
寸
二
分
五
厘
の
脇
指
で
す
。
銘

文
も
登
録
原
票
で
は
八
文
字
あ
り
ま
す
。

結
論
か
ら
言
い
ま
す
と
改
ざ
ん
し
た
登

録
証
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。」

　

同
一
書
類
に
こ
う
も
書
い
て
あ
り
、

登
録
証
本
品
を
見
る
こ
と
な
く
改
ざ
ん

と
断
言
し
て
い
る
。
こ
こ
で
役
所
型
の

線
引
き
の
よ
う
な
も
の
が
垣
間
見
え
る
。

つ
ま
り
二
カ
所
以
上
の
す
れ
違
い
は
改

ざ
ん
と
断
じ
、
こ
の
手
紙
を
送
る
べ
し
、

と
い
う
内
規
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

私
は
問
い
合
わ
せ
先
と
さ
れ
る
銃
砲

刀
剣
類
担
当
の
Ｓ
氏
に
電
話
を
か
け
、

氏
が
口
を
開
く
よ
り
早
く
「
登
録
原
票

の
八
文
字
っ
て
『
平
安
城
住
石
道
助
利
』

で
し
ょ
？
」
と
聞
く
と
、「
そ
う
で
す

ね
。
そ
れ
な
ら
訂
正
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
」
と
の
返
事
。

　

茎
の
銘
文
を
素
直
に
読
ん
だ
だ
け
で

解
決
に
向
か
っ
た
が
、
手
元
の
登
録
証

は
そ
の
中
の
二
文
字
「
平
安
」
だ
け
し

か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
筆
記
中
に
長
時

間
の
中
座
が
あ
っ
た
と
推
理
で
き
る
。

訂
正
当
日
、
登
録
審
査
員
の
方
が
昭
和

二
十
六
年
当
時
の
筆
記
者
の
名
前
を
教

え
て
く
れ
た
が
、
刀
剣
で
博
士
号
を
持

つ
誰
も
が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
方
で

も
職
務
中
に
気
を
散
ら
せ
て
し
ま
う
の

だ
。

　

ド
ク
ロ
な
文
章
に
話
を
戻
す
が
、
こ

の
文
章
の
背
後
の
○
○
を
□
□
す
る
目

的
意
識
と
い
う
も
の
を
読
み
取
ろ
う
と

す
る
と
、
刀
剣
登
録
を
つ
か
さ
ど
る

「
教
育
支
援
」「
文
化
財
保
護
」
と
い
っ

た
美
し
い
セ
ク
シ
ョ
ン
名
と
は
大
き
く

矛
盾
す
る
、
民
間
に
刀
剣
が
あ
る
こ
と

イ
コ
ー
ル
悪
、
と
い
っ
た
、
ま
る
で
一

部
の
警
察
官
が
凶
器
と
し
か
見
な
い
の

と
同
様
の
認
識
が
最
初
に
読
め
る
。
そ

し
て
、
イ
ー
ジ
ー
ミ
ス
か
ら
悪
意
の
改

ざ
ん
ま
で
、
登
録
証
に
問
題
の
あ
る

刀
剣
は
す

べ
て
溶
か

す
べ
し
と

い
う
ス
ロ

ー
ガ
ン
で

も
あ
る
の

だ
ろ
う
か

…
。

　

と
す
る

な
ら
、
愛

刀
家
や
刀

剣
関
係
従

業
者
を
締
め
付
け
よ
う
、
と
い
う
醜
い

感
情
の
意
地
悪
と
し
か
思
え
な
い
。

　

銃
刀
法
と
文
化
財
保
護
法
、
こ
の
二

つ
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

納
税
す
る
市
民
あ
っ
て
の
役
人
で
あ
る

な
ら
、
こ
の
二
つ
を
高
い
水
準
ま
で
精

査
し
、
文
頭
の
「　

」
の
中
の
ド
ク
ロ

な
気
分
に
な
る
よ
う
な
通
知
が
早
く
な

く
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
同
時
に
、

改
悪
さ
れ
た
と
し
か
思
え
な
い
こ
こ
二

年
ほ
ど
の
登
録
審
査
会
場
で
の
手
際
の

悪
さ
の
改
善
も
期
待
す
る
。

事
例
❽

　

脇
指
を
購
入
し
て
名
義
変
更
し
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
種
別
の
「
脇
指
」
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

登
録
証
を
発
行
し
た
教
育
委
員
会
に

電
話
し
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
以
外

の
記
載
は
す
べ
て
一
致
し
て
い
る
と
の

こ
と
、
つ
ま
り
登
録
す
る
際
に
種
別

「
脇
差
」
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
忘
れ
た

だ
け
な
の
で
あ
る
。

　

脇
指
な
の
は
誰
が
見
て
も
明
ら
か
で
、

教
育
委
員
会
の
台
帳
も
脇
指
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
名
義
変
更
す
る
の
に
は
何
も

問
題
な
い
の
で
、「
そ
れ
で
は
こ
の
内

容
で
名
義
変
更
を
出
し
た
ら
受
理
し
て

く
れ
る
か
」
と
聞
い
た
ら
、
教
育
委
員

会
は
「
す
る
」
と
の
こ
と
。

　

こ
れ
で
一
件
落
着
か
と
思
っ
た
ら
、

「
強
制
で
は
な
い
が
、
新
た
な
登
録
証

を
発
行
し
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
。
脇

指
の
記
載
が
あ
っ
た
方
が
い
い
の
で
、

「
そ
う
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
と
、

「
現
物
審
査
を
受
け
な
い
と
、
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
」
と
言
う
の
だ
。

　

こ
れ
は
ど
う
見
て
も
た
だ
の
押
し
忘

れ
で
、「
こ
の
古
い
登
録
証
を
送
る
か

ら
直
し
て
く
れ
」
と
言
っ
て
も
、「
ル

ー
ル
だ
か
ら
で
き
な
い
」
と
か
た
く
な

に
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
登

録
審
査
に
持
っ
て
い
き
、
現
物
確
認
し

て
も
ら
う
羽
目
に
な
っ
た
。

　

私
の
住
む
所
の
登
録
審
査
は
二
、
三

カ
月
に
一
回
し
か
な
く
、
再
発
行
に
四

カ
月
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
教
育
委

員
会
の
ミ
ス
で
、
だ
れ
が
見
て
も
わ
か

る
よ
う
な
こ
と
は
、
も
う
少
し
ス
ム
ー

ズ
に
手
続
き
が
進
む
よ
う
に
し
て
も
ら

わ
な
い
と
困
る
。
こ
の
時
間
の
ロ
ス
は

大
き
く
、
善
意
で
登
録
を
直
す
場
合
に

は
も
う
少
し
ど
う
に
か
な
ら
な
い
か
、

教
育
委
員
会
に
お
願
い
し
た
い
。

�

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る
❹

　

新
堀
篤
史
さ
ん
は
昭
和
五
十
六
年
、

新
堀
美
術
刀
剣
の
新
堀
孝
道
氏
の
次
男

と
し
て
神
奈
川
県
横
浜
市
に
生
ま
れ
る
。

家
族
に
は
研
師
で
も
あ
る
父
や
、
刀
剣

商
の
長
男
徹
氏
・
三
男
賀
将
氏
が
お
り
、

自
然
と
刀
の
世
界
へ
と
歩
ま
れ
ま
す
。

　

当
初
か
ら
鞘
師
を
目
指
す
も
、
何
か

ら
手
を
付
け
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、

現
在
の
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣

保
存
協
会
が
開
催
し
て
い
る
技
術
研
修

会
に
参
加
し
、
白
鞘
の
工
程
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
講
師
で
来
て
い
た
無
鑑
査

の
前
田
幸
作
氏
と
出
会
い
ま
す
。
前
田

氏
は
鞘
師
で
た
だ
一
人
「
伝
統
文
化
ポ

ー
ラ
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
著
名
な

方
で
す
。
新
堀
氏
の
熱
意
が
伝
わ
り
、

前
田
氏
か
ら
秋
山
登
氏
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
秋
山
氏
の
元
に
住
み
込
み
で

白
鞘
・
拵
下
地
な
ど
の
基
礎
を
ご
教
授

願
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
兵
庫
県
姫
路
市
の
前
田
氏

の
元
に
移
っ
て
約
七
年
間
修
業
し
、
腕

を
磨
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
堀
美
術
刀
剣
の
店
舗
近

く
に
工
房
を
設
け
て
独
立
。
日
刀
保
主

催
の
刀
剣
研
磨
・
外
装
技
術
発
表
会
に

て
優
秀
賞
や
努
力
賞
を
受
賞
し
、
刀
剣

商
や
内
外
の
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
仕
事
の

依
頼
を
受
け
る
な
ど
、
そ
の
腕
前
に
信

頼
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
代
金
に
つ
い
て
は
相
談
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
＝
〒
２
４
１-

０
８
２
２ 

神
奈

川
県
横
浜
市
旭
区
さ
ち
が
丘
二　

☎
〇
四

五-

三
六
四-

二
八
九
三

〈
鞘
師
〉
新
堀 

篤
史 

さ
ん

　

小
宮
光
敏
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
九
年

福
岡
県
の
刀
鍛
冶
一
家
に
生
ま
れ
る
。

　

高
校
卒
業
後
、
藤
代
興
里
師
に
弟
子

入
り
し
、
十
年
間
修
業
し
、
二
十
八
歳

で
地
元
の
福
岡
県
大
牟
田
市
に
て
独
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
人
曰
く
、「
日
本
刀
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
た
め
に
、
刀
剣
研
師
に
は
重

要
な
役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

御
刀
を
研
ぐ
際
に
で
き
る
だ
け
減
ら
さ

な
い
よ
う
に
注
意
を
払
い
、
美
し
く
魅

力
的
に
丁
寧
に
仕
上
げ
る
こ
と
」
を
心

掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
お
客
さ
ま
に

御
刀
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

適
切
な
管
理
保
存
方
法
も
伝
え
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
が
主
催
す
る
研
磨
・
外
装
技
術
発

表
会
で
優
秀
賞
や
努
力
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
技
も
確
か
で
、
将
来
有
望
な
若

手
で
す
。

　

な
お
、
代
金
に
つ
い
て
は
、
状
態
や

長
さ
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、

気
軽
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い

■
連
絡
先
＝
〒
８
３
７-

０
９
０
６ 

福
岡

県
大
牟
田
市
大
字
倉
永
一
〇
五-

一　

☎

〇
九
四
四-

五
八-

四
五
六
八

〈
研
師
〉
小
宮 

光
敏 

さ
ん

刀
職
紹
介

瀬
下 

昌
彦

第
22
回
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永
青
文
庫「
歌
仙
兼
定
登
場
」

肥
後
細
川
家
の
秘
蔵
品
に
武
家
の
精
神
と
匠
の
造
形
を
見
る

　

七
月
八
日
、
東
京
・
目
白
の
永
青
文

庫
で
夏
季
展
示
「
歌
仙
兼
定
登
場
」
の

特
別
内
覧
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

永
青
文
庫
は
目
白
台

の
閑
静
な
住
宅
街
の
一

角
に
あ
り
、
こ
こ
は
か

つ
て
肥
後
熊
本
藩
細
川

家
五
十
四
万
石
の
屋
敷

で
し
た
。
十
六
代
護も

り

立た
つ

公
（
日
刀
保
初
代
会

長
）
が
昭
和
二
十
五
年

に
、
細
川
家
に
伝
来
す

る
貴
重
な
文
化
財
の
散

逸
を
防
ぐ
目
的
で
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

肥
後
熊
本
藩
の
基
礎

を
作
っ
た
細
川
忠
興
公

の
愛
刀
に
「
歌
仙
兼

定
」
と
呼
ば
れ
る
一
振
の
刀
が
あ
り

ま
す
。
室
町
時
代
後
期
の
美
濃
国
関

を
代
表
す
る
刀
工
、
二
代
和
泉
守
兼
定

（
之
定
）の
作
で
、
そ
の
拵
は
「
歌
仙
拵
」

と
呼
ば
れ
、
黒
漆
鮫
革

研
出
の
技
法
は
肥
後
拵

の
規
範
と
し
て
後
代
ま

で
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
歌
仙
兼
定
登
場
」

展
は
「
細
川
護
立
と
刀

剣
」「
細
川
忠
興
の
愛

刀
と
肥
後
拵
」「
細
川

家
の
武
器
武
具
の
記

録
」「
幽
斎
と
古
今
伝

授
」「
宮
本
武
蔵
と
細

川
家
」「
刀
装
具
の
世

界
―
肥
後
金
工
と
細
川

家
―
」
の
各
テ
ー
マ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

永
青
文
庫
の
創
設

者
、
細
川
護
立
公
の
収

集
に
よ
る
国
宝
「
豊
後
国
行
平
」「
生

駒
光
忠
」
な
ど
の
名
刀
、
忠
興
公
ゆ
か

り
の
武
器
・
武
具
、
熊
本
を
代
表
す
る

多
彩
な
刀
装
具
の
工
芸
な
ど
、
細
川
家

が
守
り
伝
え
て
き
た
貴
重
な
作
品
群
の

中
に
、
武
家
の
精
神
と
匠
の
造
形
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
歌
仙
兼
定
」
は
、
昨
年
か
ら
若
い

女
性
を
中
心
に
刀
剣
ブ
ー
ム
を
巻
き
起

こ
し
て
い
る
人
気
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

「
刀
剣
乱
舞-ONLINE-

」
に
も
登
場
す

る
刀
と
し
て
話
題
で
す
。

　

永
青
文
庫
の
あ
る
文
京
区
と
「
刀
剣

乱
舞-ONLINE-

」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
企
画
も
実
施
さ
れ
、
旧
細
川
家
下

屋
敷
跡
の
庭
園
で
あ
る
新
江
戸
川
公
園

で
は
「
歌
仙
兼
定
」
の
パ
ネ
ル
と
展
示

記
念
イ
ラ
ス
ト
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

都
会
の
喧
騒
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る

永
青
文
庫
で
、
風
流
な
一
時
を
過
ご
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
冥
賀
亮
典
）

■「
歌
仙
兼
定
登
場
」
は
七
月
九
日
㈯
～

十
月
二
日
㈰
開
催
。
永
青
文
庫
＝
〒
１
１

２-

０
０
１
５ 

東
京
都
文
京
区
目
白
台
一

-
一-

一　

☎
〇
三-

三
九
四
一-

〇
八
五
〇　

月
曜
休
館
（
た
だ
し
九
月
十
九
日
は
開
館

し
、
翌
日
休
館
）

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

那
須
与
一
伝
承
館「
刀
剣
―
く
ろ
が
ね
の
美
―
」

古
代
か
ら
現
代
ま
で
刀
剣
の
歩
み
を
紹
介

　

七
月
二
十
七
日
、
小
雨
降
る
中
、
那

須
与
一
伝
承
館
（
栃
木
県
大
田
原
市
南

金
丸
一
五
八
四-

九　

☎
〇
二
八
七-

二

〇-

〇
二
二
〇
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

東
北
道
西
那
須
野
イ
ン
タ
ー
か
ら
約

三
十
分
、
県
南
の
わ
が
家
か
ら
な
ら
二

時
間
近
く
車
を
走
ら
せ
る
と
、
雨
に
洗

わ
れ
緑
鮮
や
か
な
木
々
の
間
に
、
大
田

原
市
が
運
営
す
る
「
那
須
与
一
の
郷
」

の
施
設
群
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
那
須
与
一
伝
承
館
で
す
。

　

こ
の
地
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
、

断
続
的
に
那
須
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た

た
め
、
那
須
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
が
今
も

数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
を
流
れ
る
那
珂
川
の
左
岸
に
残

る
高
館
城
跡
は
与
一
の
父
が
築
城
し
た

山
城
で
、
与
一
は
こ
こ
で
誕
生
。
少
し

離
れ
た
福
原
城
が
鎌
倉
～
室
町
期
に
本

城
だ
っ
た
と
さ
れ
、
与
一
が
少
年
時
代

を
過
ご
し
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

那
須
神
社
に
は
、
与
一
が
扇
の
的
を
射

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
謝
し
て
奉
納

し
た
太
刀
、
銘
弘
綱
（
鎌
倉
前
期
）
が

現
存
し
ま
す
。

　

那
須
与
一
伝
承
館
で
は
七
月
二
日
～

九
月
十
一
日
の
会
期
で
「
刀
剣
―
く
ろ

が
ね
の
美
―
」
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
三

十
八
点
が
す
っ
き
り
と
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

主
な
展
示
品
は
次
の
通
り
で
す
。

・
古
墳
時
代
出
土
剣

・
那
須
与
一
大
鎧

・
太
刀　

銘 

成
高
（
平
安
後
期
）

・
綾
包
太
刀
拵
（
平
安
後
期
）

・
太
刀　

銘 

一
（
号
牛
切
丸
）（
南
北

　

朝
時
代
）

　

今
回
、
特
に
公
開
展
示
さ
れ
て
い
る

葵
紋
白
銀
合
口
拵
付
短
刀
、
備
前
守
源

祐
国
は
、
徳
川
光
圀
よ
り
鷲
子
山
上
神

社
が
拝
領
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
展
以
外
の
折
で
も
常
設
展
示

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
那
須
の
自
然

を
満
喫
し
な
が
ら
訪
ね
て
み
ら
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。�

（
瀬
下

　
明
）

那須与一ゆかりの品や資料を展示

園
平
治
氏
を
囲
ん
で
傘
寿
の
お
祝
い

か
ら
、
今
回
の
会
場
に
決
ま
っ
た
。

　

葉
山
司
氏
の
司
会
の
も
と
、
発
起
人

で
あ
る
朝
倉
万
幸
氏
か
ら
会
の
趣
旨
が

延
べ
ら
れ
、
橋
本
晴
夫
氏
、
松
永
廣
吉

氏
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
髙

橋
歳
夫
氏
が
乾
杯
の
発
声
を
務
め
、
当

組
合
の
深
海
信
彦
理
事
長
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
た
。

　

園
氏
に
鑑
定
の
秘
訣
を
伺
う
と
、

「
と
に
か
く
モ
ノ
を
よ
く
見
る
こ
と
。

そ
し
て
自
分
の
手
元
に
置
い
て
比
較
研

究
す
る
こ
と
」
と
答
え
て
い
た
だ
け

た
。

　

日
本
酒
と
水
炊
き
の
出
汁
の
相
性
は

抜
群
で
、
お
酒
も
十
分
に
回
っ
た
こ

ろ
、
新
井
康
男
氏
の
一
本
締
め
で
、
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

�

（
大
平
将
広
）

　

去
る
五
月
十
六
日
、
新
宿
・
玄
海
に

て
刀
装
具
研
究
家
・
園
平
治
氏
の
傘
寿

の
祝
賀
会
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

園
氏
は
昭
和
十
一
年
四
月
生
ま
れ
。

昭
和
四
十
年
ご
ろ
か
ら
刀
剣
を
柴
田
光

男
氏
に
学
び
、
五
十
年
ご
ろ
か
ら
は
刀

装
具
を
笹
野
大
行
氏
に
師
事
し
て
研
究

し
た
。
刀
剣
と
刀
装
具
の
両
方
に
精
通

す
る
数
少
な
い
愛
好
家
で
あ
る
。

　

笹
野
氏
に
代
わ
っ
て
尚
友
会
の
会
長

に
就
任
、
そ
の
後
、
日
本
美
術
刀
剣
保

存
協
会
常
務
理
事
を
務
め
、
現
在
は
同

協
会
の
東
京
都
支
部
副
支
部
長
で
あ

る
。
業
界
で
は
、
現
役
の
テ
ニ
ス
プ
レ

ー
ヤ
ー
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

　

玄
海
は
昭
和
三
年
創
業
の
水
炊
き
の

老
舗
だ
が
、
尚
友
会
の
前
身
で
あ
る
雅

友
会
の
初
会
が
こ
こ
で
行
わ
れ
た
こ
と

刀
剣
博
物
館「
花
鳥
絢
爛 

刀
装 

石
黒
派
の
世
界
」

名
工
た
ち
の
鏨
技
の
真
価
と
全
貌
を
堪
能

大
阪
南
美
術
会
館「
な
ん
ば
刀
剣
祭
」

刀
剣
女
子
も
押
し
寄
せ
た「
な
ん
ば
刀
剣
祭
」

　

刀
剣
博
物
館
の
「
石
黒
派
の
世
界
」

展
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

石
黒
派
の
誰
が
出
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
思
っ
て
作
品
を
拝
見
し
た
ら
、
政
常
、

二
代
政
常（
盛
常
）、
是
常
、
政
明
、
政

美
、
是
美
の
六
人
の
金
工
と
、
政
美
の

次
男
で
あ
り
、
是
美
の
弟
で
あ
る
絵
師

岡
本
秋
暉
で
し
た
。
ま
さ
に
石
黒
派
の

豪
華
絢
爛
、
い
や
花
鳥
絢
爛
な
メ
ン
バ

ー
で
す
。

　

ま
ず
は
第
一
章
、
石
黒
派
の
祖
で
あ

る
初
代
政
常
。
軍
鶏
図
大
小
鐔
、
四
季

波
濤
図
揃
金
具
、
竹
虎
図
縁
頭
・
目
貫

と
名
品
が
続
く
が
、
何
と
言
っ
て
も
親

子
雉
子
図
三
所
物
が
す
ご
い
。
ま
さ
に

石
黒
の
石
黒
た
る
真
価
が
映
え
る
。

　

二
代
政
常
は
親
子
熊
図
縁
頭
、
是
常

は
梅
樹
図
大
小
鐔
が
抜
群
で
あ
る
。

　

第
二
章
は
政
明
。
同
門
の
政
美
と
並

ぶ
石
黒
派
の
名
工
、
初
代
政
常
の
技
を

受
け
継
い
だ
逸
材
と
言
わ
れ
て
い
る
。

花
鳥
図
大
小
鐔
も
素
晴
ら
し
い
が
、
小

生
に
と
っ
て
は
や
は
り
雉
子
図
揃
金
具

が
一
番
だ
。
初
代
政
常
の
雉
子
図
三
所

物
に
加
え
て
周
囲
の
草
花
を
高
彫
色
絵

す
る
こ
と
で
、
紋
に
高
さ
と
迫
力
が
一

段
と
加
わ
っ
て
い
る
。

　

第
三
章
は
政
美
・
是
美
。
政
美
は
名

工
の
誉
れ
が
高
く
、
政
明
と
は
双
璧
と

さ
れ
て
い
る
。
初
二
代
政
常
が
亡
く
な

っ
た
後
に
石
黒
派
三
代
目
を
継
承
し
た

こ
と
が
銘
字
よ
り
推
察
さ
れ
、
多
く
の

弟
子
を
養
成
し
、
一
門
を
大
い
に
繁
栄

さ
せ
た
。
政
美
の
実
子
に
是
美
が
お
り
、

　

七
月
の
二
、
三
日
、
大
阪
の
南
美
術

会
館
に
お
い
て
「
な
ん
ば
刀
剣
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
ん
ば
刀
剣
祭
は
大
阪
美
術
商
組
合

で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
五
年
目

と
な
り
ま
す
。
大
阪
は
も
ち
ろ
ん
東

京
、
京
都
、
和
歌
山
、
新
潟
な
ど
全
国

か
ら
二
十
店
舗
近
く
の
刀
剣
商
が
集
ま

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
的
な
商

品
が
並
び
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

絵
師
岡
本
秋
暉
と
は
兄
弟
で
あ
る
。

　

政
美
も
作
品
が
多
く
、
何
が
一
番
か

は
決
め
ら
れ
る
わ
け
も
な
い
の
だ
が
、

小
生
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
花
鳥
揃
金

具
だ
ろ
う
。
雉
子
・
金
鶏
・
桜
・
牡
丹

と
い
う
、
ま
さ
に
花
鳥
の
雄
を
揃
え
て

一
作
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

政
美
に
は
ほ
か
に
も
、
松
上
鷹
図
大

小
拵
、
松
樹
尾
長
鶏
図
大
小
鐔
・
大
小

縁
頭
、
牡
丹
孔
雀
図
大
小
鐔
と
い
っ
た
、

武
用
を
離
れ
、
本
当

に
拵
に
付
け
た
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
疑
問

が
湧
い
て
く
る
刀
装

具
が
多
い
の
は
事
実

で
あ
る
。
そ
ん
な

中
、
薩
摩
藩
の
金
工

と
し
て
の
作
品
で
あ

る
、
黒
石
目
地
塗
鞘

薩
摩
打
刀
拵
は
見
事

で
し
た
。
特
有
の
折

金
、
立
鼓
を
取
ら
な
い
柄
、
小
型
の
鐔

で
石
黒
政
美
一
作
金
で
す
か
ら
ね
。

　

最
後
に
、
政
美
の
子
で
、
是
美
の
弟
、

岡
本
秋
暉
の
こ
と
は
、
久
保
恭
子
先
生

が
図
録
（
写
真
）
に
書
か
れ
て
い
る
の

で
そ
ち
ら
を
読
ん
で
も
ら
う
と
し
て
、

確
か
に
幕
末
金
工
の
源
政
晴
と
明
治
の

絵
師
梶
田
半
古
が
親
子
で
あ
る
よ
う

に
、
こ
う
い
っ
た
血
縁
関
係
は
調
査
す

れ
ば
ま
だ
ま
だ
出
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
「
石
黒
派
の
世
界
」
展
は
十
月

三
十
日
ま
で
開
催
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
持
田
具
宏
）

　

大
阪
の
馴
染
み
の
数
寄
者
は
長
々
と

雑
談
し
、
欲
し
い
も
の
を
買
う
と
き
は

値
切
り
が
キ
ツ
く
、
往
生
す
る
の
は
い

つ
も
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
去
年
か
ら

女
性
の
来
場
者
が
目
立
ち
ま
す
。

　
「
刀
剣
乱
舞
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
の
ヒ

ッ
ト
か
ら
生
ま
れ
た
「
刀
剣
女
子
」
と

呼
ば
れ
る
女
性
た
ち
の
見
る
目
は
真
面

目
で
、
店
主
と
真
剣
に
話
を
し
て
い
る

の
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
参
加
し
て

い
る
私
た
ち
の
営
業
成
績
に
結
び
つ
く

か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
こ
と
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
刀
剣

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
の
は
と
て

も
い
い
こ
と
で
、
催
し
の
雰
囲
気
も
盛

り
上
が
り
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

今
の
刀
剣
女
子
が
年
を
重
ね
て
い
っ
た

と
き
に
、
本
当
の
コ
レ
ク
タ
ー
、
数
寄

者
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　

な
ん
ば
刀
剣
祭
は
二
日
間
盛
況
の
う

ち
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

�

（
土
肥
富
康
）
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南美術館で開かれた「なんば刀剣祭」
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印刷／株式会社日刊企画

催 事 情 報

　当館学芸員が研究する大阪に関わ
る歴史や美術を、栄原永遠男館長と
ともに学ぶ講座です。まず講師が講
演を行い、その後、館長と講師によ
る質疑応答を行います。
９�月23日㈮「庶民が楽しんだ近代大

阪のさまざまな芝居」
　講師／船越幹央
　明治末から大正時代にかけて、現
在の＜ミナミ＞をはじめとする大阪
の興行界は激しく変化していまし
た。“庶民の日常”を捉える方法と
して、芝居・寄席などの芸能とそれ
が興行される場に注目し、新聞・雑
誌を読み解きます。
９�月30 日㈮「大阪は博物館先進地?!

―大阪の博物学と博物館―」
　講師／加藤俊吾

　大阪では明治８年という、全国的
にも早い時期に地方博物館が設立さ
れました。こうした背景には、江戸
時代から底流していた博物学の動き
があったと思われます。物産会から
博覧会、そして博物館へという流れ
を、大阪を舞台に見ていきます。
10月７日㈮「生人形とせともの祭り」
　講師／澤井浩一
　生

い き

人形はまるで生きているかのよ
うに作られた人形です。大阪では江
戸時代末ごろから見世物興行や祭礼
に登場し、人々の注目を集める存在
でした。ここでは大阪における生人
形興行や祭りの実態を紹介します。
時間：午後２時～３時30分
参加費：各回200円
定員：各回250名（先着順）

■大阪歴史博物館
　〒540-0008 大阪市中央区大手前４-１-32　☎06-6946-5728
　http://www.mus-his.city.osaka.jp/

館長と学ぼう 新しい大阪の歴史

　日本刀は、その機能美によって世
界から評価され、現代の中・四国地
域でも多くの刀匠が伝統を受け継
ぎ、作刀を続けています。
　この特別企画展では、日本刀の歴
史を振り返り、美しい現代刀の鑑賞

を通して、作刀技術の素晴らしさを
紹介します。
会期：９月16日㈮～11月６日㈰
　　　月曜休館（９月19日、10月10
　　　日は開館）

■広島県立歴史民俗資料館
　〒729-6216 広島県三次市小田幸町122　☎0824-66-2881　
　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/rekimin/

麗しき日本刀 ─中･四国の現代刀とその世界─

〈主な展示品〉二字国俊（重要美術
品）・来国光・長船義光（高橋泥舟
遺愛）・長義・堀川国広・越前康継
初代・水心子正秀・泰龍斎宗寛（古
河藩工）・固山宗次（葵紋崩烈公作）・

山浦真雄・大野義光ほか
会期：�10月22日㈯～11月27日㈰　　

休館10月27日・28日、11月４
日・24日・25日

■古河歴史博物館
　〒306-0033　古河市中央町3丁目10-56　0280-22-5211
　http://www.city.ibaraki-koga.lg.jp/0000005515.html

日本刀名品展 ─鎌倉時代から現代まで

「
広
井
雄
一
先
生
傘
寿
を
祝
う
会
」開
く

心
と
な
り
、
神
田
刀
剣
会
の
皆
さ
ん
を

交
え
て
開
い
た
も
の
で
す
。

　

最
初
に
、
開
会
の
辞
の
中
で
柴
田
和

夫
さ
ん
が
、
広
井
先
生
が
長
年
に
わ
た

っ
て
刀
剣
界
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
た

た
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
遠
路
山
口
県
か
ら
駆
け
つ
け

ら
れ
た
国
広
浩
典
さ
ん
よ
り
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
健
康
の
源
は
散
歩
か

ら
と
い
う
こ
と
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
シ

ュ
ー
ズ
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

久
保
恭
子
さ
ん
か
ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
酔
う
前
に
写
真
を
撮
っ
て

お
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
記
念
撮
影
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
発
起
人
で
あ
る
飯
田
一

雄
・
河
端
照
孝
・
柴
田
和
夫
・
福
士
繁

雄
の
各
氏
が
そ
ろ
っ
て
壇
上
に
上
り
、

河
端
さ
ん
の
発
声
で
乾
杯
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
お
い
し
い
お
酒
と
料

理
を
頂
き
な
が
ら
、
久
し
ぶ
り
に
お
会

い
す
る
面
々
と
あ
っ
て
、
同
窓
会
の
よ

う
な
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

飯
田
さ
ん
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
の

中
に
、
刀
和
会
の
最
初
期
の
懐
か
し
い

思
い
出
話
の
披
露
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
広
井
先
生
か
ら
お
礼
の
ご

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
司
会
進
行
は
林

泉
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
終
始

和
や
か
な
祝
賀
会
と
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
広
井
先
生
は
文
化
庁
に

奉
職
さ
れ
て
い
た
関
係
も
あ
っ
て
、
全

国
の
神
社
に
太
い
パ
イ
プ
が
あ
り
ま
し

た
。
双
山
会
の
年
一
度
の
研
修
旅
行
で

は
、
先
生
の
ご
尽
力
で
神
社
所
蔵
の
名

刀
を
拝
見
す
る
機
会
を
し
ば
し
ば
頂
き

ま
し
た
。

　

久
能
山
東
照
宮
で
、国
宝
中
の
国
宝
と

言
わ
れ
る
古
備
前
真
恒
を
手
に
取
っ
て

拝
見
し
た
と
き
の
感
激
は
、
今
で
も
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
二
荒
山
神

社
で
は
国
宝
の
来
国
俊
の
小
太
刀
、
鹽し

お

竈が
ま

神
社
で
は
重
文
の
雲
生
の
太
刀
な
ど
、

普
段
で
は
決
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
宝
物
を
間
近
で
体
験
で
き
ま
し

た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
井
先
生
は
昭
和
十
一
年
、
名
人
鞘

師
と
言
わ
れ
た
広
井
信
一
氏
の
長
男
と

し
て
お
生
ま
れ
に
な
り
、
國
學
院
大
学

文
学
部
史
学
科
に
入
学
、
刀
剣
学
を
本

間
薫
山
・
佐
藤
寒
山
の
両
先
生
に
学
ば

れ
ま
し
た
。

　

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸
課

に
て
主
任
文
化
財
調
査
官
と
し
て
ご
活

躍
、
そ
の
後
は
東
京
国
立
文
化
財
研
究

所
情
報
資
料
部
長
を
務
め
ら
れ
、
定
年

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
官
後
は
、
日
本
刀
装
具
美
術
館
館

長
に
就
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
國
學

院
大
学
・
清
泉
女
子
大
学
・
大
正
大
学

で
講
師
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、刀
剣
界

に
お
い
て
ま
す
ま
す
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。�（
冥
賀
吉
也
）

　

七
月
八
日
午
後
六
時
か
ら
、
東
京
・

信
濃
町
の
明
治
記
念
館
に
て
「
広
井
雄

一
先
生
傘
寿
を
祝
う
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
旧
刀
和
会
（
故
佐
藤

寒
山
先
生
門
下
生
）
の
メ
ン
バ
ー
が
中
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学
会
発
表
体
験
記
江
川
英
龍
と

刀
工
大
慶
直
胤
の
交
流

直
胤
の
復
古
刀
理
論
の
実
像
、
そ
し
て
英

龍
の
鉄
製
大
砲
製
作
構
想
に
つ
い
て
～
」

と
題
し
、
二
つ
の
テ
ー
マ
で
話
し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
直
胤
が
作
刀
の
方
法
に
つ

い
て
述
べ
た
江
川
英
龍
宛
の
書
状
で
す
。

作
刀
の
手
法
は
、
芯
に
な
る
鉄
を
刃
鉄
や

皮
鉄
で
包
む
、
と
本
に
は
あ
り
ま
す
。
直
胤

が
書
状
で
示
し
た
方
法
は「
堅
い
鉄
と
柔
ら

か
い
鉄
を
同
量
用
意
し
て
合
わ
せ
、折
り
返

し
鍛
錬
を
十
三
回
、伸
ば
し
て
焼
刃
土
を
付

け
て
焼
き
入
れ
す
る
」と
い
う
も
の
で
、
直

胤
は
「
五
々
の
法
」
と
命
名
し
て
い
ま
す
。

似
た
方
法
が
「
丸
鍛
え
法
」
と
し
て
俵
國

一
先
生
の
著
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

直
胤
書
状
は
、
復
古
刀
理
論
の
実
践
者
の

肉
声
を
伝
え
て
非
常
に
貴
重
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
は
、
英
龍
の
鉄
製

大
砲
製
造
に
直
胤
が
深
く
関
与
し
た
事
実

を
伝
え
る
書
状
に
つ
い
て
で
す
。
天
保
十

二
年
（
一
八
四
一
）
の
三
月
十
七
日
、
洋

式
砲
術
家
の
高
島
秋
帆
と
直
胤
が
江
戸
近

郊
の
宿
舎
で
会
見
。
秋
帆
か
ら
貴
重
な
情

報
を
得
て
大
砲
鋳
造
事
業
の
成
功
の
可
能

性
が
高
い
こ
と
を
確
信
し
た
直
胤
は
「
大

い
に
工
夫
を
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
う

す
れ
ば
南
蛮
砲
の
製
造
は
思
う
が
ま
ま
で

す
。
そ
れ
が
日
本
の
御
為
に
な
り
ま
す
」

と
記
し
、
英
龍
を
励
ま
し
て
い
ま
す
。
英

龍
の
事
業
構
想
は
日
本
の
未
来
を
左
右
す

る
重
大
事
項
で
あ
る
、
と
の
認
識
が
直
胤

に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
「
な
ぜ
こ
う
い
う
素
敵
な
史
料
に
巡
り

合
え
る
の
で
し
ょ
う
か
」。
高
名
な
研
師

の
先
生
の
お
尋
ね
で
す
。
図
書
館
で
見
い

だ
し
た
史
料
を
原
文
と
照
合
で
き
な
い
ま

ま
十
年
経
過
し
、
諦
め
か
け
た
と
き
に
道

が
開
け
ま
し
た
が
、
今
思
え
ば
十
年
は
空

白
で
は
な
か
っ
た
。

　
「
突
き
詰
め
れ
ば
運
が
良
か
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
か
」
と
お
答
え
し
、
ご
静
聴
に

感
謝
の
意
を
述
べ
、
私
の
無
我
夢
中
の
三

十
分
は
終
わ
り
ま
し
た
。�（
小
島
つ
と
む
）

　

七
月
二
十
三
日
、
東
京
工
業
大
学
の
大

岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
鉄
の
技
術
と
歴

史
」
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
十
一
回
公
開

研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
学
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
過
去
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
事
情
が
異
な
り
ま
し

た
。
私
自
身
が
発
表
者
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
江
川
英
龍
と
刀
工
大
慶
直
胤
の
交
流
～講演の後に質問を受ける筆者

■日本橋高島屋
　〒103-0027 東京都中央区日本橋２-４-１　☎03-3246-4310
　https://www.takashimaya.co.jp/tokyo/

　今秋、日本橋高島屋６階美術画廊において、
３年ぶりとなる宮入小左衛門行平刀匠の個展が
開催される。追加注文があるほど好調だった前
回に引き続き、今回も最新作の刀・脇指・短刀
に加え、小刀や小物類を含めた30点以上が、展
示･同時販売される。
　伝統的な遷宮に奉仕する一方、近年話題のア
ニメーションとのコラボなど、時空を越えて幅
広く活躍する同工の面目躍如たる展観。11月５
日㈯午後３時からはギャラリートークが催さ
れ、作品を前に作り手の思いが伝えられる。
会期：�11月２日㈬～８日㈫　10時30分～19時30

分（最終日は16時閉場）

夢は香る ─刀工宮入小左衛門行平展


